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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
清
福
を
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
西
条
市
で
は
、
国
が
直
轄
で
整
備
を
行
う
重

点
港
湾
43
港
の
一
つ
に
「
東
予
港
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
昭
和
39
年
に
当
市
が
新
産
業
都
市
に
指
定

さ
れ
て
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
東
予
港
の
整
備
が

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
国
連
国
際
防
災
戦
略

が
韓
国
で
開
催
し
た
「
第
４
回
ア
ジ
ア
防
災
閣
僚

会
議
」
に
お
き
ま
し
て
、
当
市
の
防
災
の
取
り
組

み
を
発
表
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
以
前
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
「
12
歳
教
育
」
を
は
じ
め
と
す
る

当
市
独
自
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
各
国

か
ら
高
い
関
心
と
評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

一
方
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
公
開
し
た
、
全
国

７
８
７
の
市
の
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
当
市

が
全
国
で
第
77
位
、
県
内
11
市
中
第
１
位
に
ラ
ン

ク
付
け
さ
れ
ま
し
て
、「
元
気
の
あ
る
ま
ち
・
西

条
」
を
改
め
て
印
象
付
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は
、
西
条
市
民

が
一
丸
と
な
っ
て
、「
西
条
の
元
気
ア
ッ
プ
」
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。　
　

　

こ
こ
に
改
め
て
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
当

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た

方
々
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
急
激
な
円
高
の
進
行
等
が
地
域
の
企
業

活
動
を
直
撃
し
、
雇
用
や
家
計
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
中
、
当
市
も
今
後
、
特
に
財
政
面
で
一

層
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
知
恵
を
発
揮
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か

り
し
た
貴
重
な
「
税
」
の
使
い
道
を
工
夫
し
、
皆

様
の
「
安
心
・
安
全
・
健
康
」
を
守
る
た
め
の
施

策
を
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
発
想
の
下
に
、
引
き
続
き
市
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
産
・
学
・
官
の
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の

方
々
を
つ
な
ぐ
「
チ
ー
ム
西
条
」
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
も
っ
て
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
市
民
の
誰
も
が
「
西

条
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
、
安
心
を
実
感
で
き

る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
の
綱
紀
の
粛
正
に
も
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
一
日
も

早
く
回
復
さ
せ
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
か
こ
の
上
な
が
ら
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
元
旦
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
平
成
23
年
の
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
世
界
経
済
の

緩
や
か
な
回
復
と
と
も
に
、
持
ち
直
し
の
兆
し
を

見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
急
激
な
円
高
の
進
行
や

雇
用
情
勢
の
悪
化
懸
念
な
ど
、
景
気
の
先
行
き
に

は
多
く
の
不
安
材
料
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
「
新
成
長
戦

略
」
に
よ
り
、
経
済
社
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

を
新
た
な
需
要
や
雇
用
創
出
の
き
っ
か
け
と
し
、

そ
れ
を
成
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税
収
入
の
回
復
が

見
込
め
な
い
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
、
全
国
の
重
要

港
湾
１
０
３
港
の
中
か
ら
今
後
の
新
規
直
轄
港
湾

整
備
事
業
の
着
手
対
象
と
な
る
重
点
港
湾
43
港
の

ひ
と
つ
に
「
東
予
港
」
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
や
、

12
歳
教
育
推
進
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
「
防
災
の

取
り
組
み
」
が
国
連
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
な

ど
、
活
力
あ
る
力
強
い
「
西
条
市
」
が
国
内
外
へ

広
く
発
信
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

　

さ
て
、
昨
年
は
、
水
に
か
か
わ
る
問
題
や
地
域

医
療
の
充
実
、
福
祉
施
設
の
民
間
移
譲
な
ど
重
要

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年

も
福
祉
お
よ
び
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
水

問
題
等
に
積
極
的
な
論
議
を
重
ね
、
本
市
発
展
の

た
め
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
議
会
機
能
の
さ

ら
な
る
充
実
と
そ
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
議
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
豊
か
な
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
決
意
新
た
に
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
ご
健
勝
で
幸

多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
元
旦

西
条
市
議
会
議
員
一
同



▲東予港が
　国の「重点港湾」に選定（８月３日）
　国土交通省は全国の重要港湾103港のうち、今後の新規
直轄港湾整備事業の着手対象となる「重点港湾43港」を公
表し、その一つに「東予港」が選定されました。
　東予港は、貨物の取り扱い実績、海上輸送網の拠点とし
ての機能などが評価され、今回の選定は官民一体となって
港湾の早期整備の必要性を国に強く訴え、努力してきたこ
とが認められたものと考えられます。
　市民の安全・安心な生活および企業が安定して事業する
ために必要不可欠な港湾整備の早期実現に向け、今後も関
係各方面へ強く要望していきます。

西条地区

壬生川地区 東予港整備計画図
※当計画図の航空写真は画像処理を施しています。

東防波堤（整備要望中）

東予港 西条地区

１
月
５
日　

民
主
党
愛
媛
県
連
と
県
市
長
会
と
の
地
域
政
策
会
議
（
松
山
市
）

　
　

26
日　

四
国
防
災
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
高
松
市
）

２
月
15
日　

え
ひ
め
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
松
山
市
）

　
　

19
日　

日
本
学
術
会
議
で
講
演
（
東
京
都
）

４
月
16
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
組
織
財
務
委
員
会
・
都

　
　
　
　

道
府
県
幹
事
会
合
同
会
議
（
東
京
都
）

　
　

27
日　

愛
媛
県
市
長
会
春
期
会
議
（
八
幡
浜
市
）

５
月
13
日　

第
１
２
８
回
四
国
市
長
会
議
（
吉
野
川
市
）

　
　

18
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
理
事
会
（
東
京
都
）

６
月
５
日　

民
主
党
愛
媛
県
連
地
域
政
策
会
議
東
予
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

９
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

　
　

９
日　

地
域
経
済
活
性
化
全
国
協
議
会
役
員
会
・
総
会
（
東
京
都
）

７
月
10
日　

東
京
農
業
大
学
・
農
山
村
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
（
東
京
都
）

　
　

14
日　

四
国
港
湾
協
議
会
に
よ
る
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

21
日　

市
町
知
事
陳
情
西
条
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
居
浜
市
）

　
　

23
日　

東
京
大
学
ま
ち
づ
く
り
大
学
院
で
講
義
（
東
京
都
）

８
月
４
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
る

　
　
　
　

要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

11
日　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
米
倉
昌
弘
会
長
と
面
談
（
東
京
都
）

　
　

27
日　

明
日
の
四
国
づ
く
り
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
（
高
松
市
）

　
　

27
日　

国
道
１
９
４
号
利
用
促
進
同
盟
会
に
よ
る
要
望
活
動
（
高
松
市
）

10
月
14
日　

日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員
会
（
東
京
都
）

11
月
10
日　

東
予
港
（
西
条
地
区
）
に
お
け
る
東
防
波
堤
の
早
期
整
備
に
係
る

　
　
　
　

知
事
要
望
（
松
山
市
）

　
　

16
日　

生
涯
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

17
〜
18
日　

全
国
市
長
会
（
東
京
都
）

　
　

19
日　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
市
町
村
職
員
土
砂
災
害
対
策
研
修
会

　
　

26
日　

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ａ
（
㈳
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
シ
ン

　
　
　
　

ポ
ジ
ウ
ム
in
関
西
で
講
演
（
京
都
市
）

24
日　

千
葉
大
学
客
員
教
授
の
池
田
英
男
氏
を
迎
え
「
植
物
工
場
セ
ミ

　
　

ナ
ー
」
を
開
催

１
日　

四
国
鉄
道
文
化
館
が
入
館
15
万
人
達
成

７
日　

名
誉
市
民
・
桑
原
富
雄
氏
ご
逝
去

10
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
21
年
度
）

13
日
〜　

四
国
学
院
大
学
硬
式
野
球
部
・
浜
松
大
学
硬
式
野
球
部
を
皮

　
　

切
り
に
、
12
チ
ー
ム
が
市
内
で
春
季
合
宿

13
日　

東
予
港
の
早
期
整
備
実
現
に
向
け
意
見
交
換
会
を
開
催

14
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

20
日　

木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
西
条

６
〜
７
日　

椿
一
輪
展

６
日　

福
西
崇
史
サ
ッ
カ
ー
教
室

８
日　

西
条
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定

11
〜
12
日　

タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
市
内
で
開
催
の
メ
ニ
ュ
ー
提
案
会
に

　
　

お
い
て
、
西
条
産
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
出
展

27
日　

バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

31
日　

西
条
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）

　
　

を
策
定

１
日　

市
立
周
桑
病
院
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

２
日　

西
条
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の
取
り
組
み
が
、
農
商
工

　
　

連
携
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
30
と
し
て
事
例
紹
介

５
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
40
万
人
達
成

13
日　

石
油
商
業
組
合
西
条
支
部
・
周
桑
支
部
と
災
害
応
援
協
定
締
結

17
日　

大
町
公
民
館
が
新
築
落
成

24
日　

生
き
物
文
化
誌
学
会
の
例
会
会
場
に
西
条
市
が
選
ば
れ
、
学
会

　
　

常
任
理
事
の
秋
篠
宮
さ
ま
を
は
じ
め
全
国
の
研
究
者
な
ど
が
来
西

24
日　

大
阪
市
内
で
開
催
の
Ｖ
１
（
ベ
ジ
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
西

　
　

条
特
産
「
絹
か
わ
な
す
」
が
優
勝

29
日　

第
10
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
第
６
回
健
康
ふ
れ
愛
＆

　
　

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
０
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

16
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

16
〜
21
日　

ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
で
開
催
の
第
18
回
世
界
水
素
エ
ネ
ル

　
　

ギ
ー
会
議
（
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
０
）
に
お
い
て
「
西
条
ク
ー
ル
・

　
　

ア
ー
ス　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果
を
発
表

12
日
〜　

ホ
ッ
ケ
ー
愛
媛
県
成
年
男
女
チ
ー
ム
を
皮
切
り
に
、
15
チ
ー

　
　

ム
が
市
内
で
夏
季
合
宿

13
日　

第
10
回
西
条
市
立
て
干
し
網

21
日　

西
条
警
察
署
と
災
害
応
援
協
定
締
結

21
日　

東
洋
経
済
新
報
社
「
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
２
０
１
０
年
版
」
で

　
　

西
条
市
が
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
第
77
位
、
県
内
第
１
位

27
日　

千
の
風
物
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
朗
読
会　

〜
全
国
か
ら
寄
せ
ら

　
　

れ
た
素
敵
な
手
紙
と
物
語
〜

１月２月３月４月６月 ５月

▲日本学術会議で
　市長が講演
　　　　　　（２月19日）

　わが国の全分野の科学者
を代表し組織される、日本
学術会議の「国土と環境」
分科会ワークショップにお
いて「地域主権の実績と課
題」と題した講演や意見交
換を行い、特色ある西条市
の取り組みを学会の方々に
紹介しました。

▲ＪＢＩＡシンポジウムで市長が講演（11月26日）
　地域活性化や雇用創出、地域産業の創造をテーマとした㈳日本ビ
ジネス・インキュベーション協会のシンポジウムに市長が出席し、
基調講演の講師を務めるとともに、各地域でインキュベーション活
動に取り組む方々と活発な意見を交わしました。

▲東京大学大学院で市長が講義（７月23日）
　東京大学まちづくり大学院において「地域の特性を生かしたまちづくりと
土地利用計画の新たな発想」と題し、西条市の取り組みを紹介しながら、ま
ちづくりの現場において中心となる高度な知識をもった専門家の方々に講義
を行いました。

▲木のまち・木のいえ
　リレーフォーラムin西条
　　　　　　　　　（２月20日）

　木材利用の促進と普及を目的に
全国を巡る同フォーラムの四国会
場に当市が選ばれ、四国内外から
約800人が参加して、四国４県の
材木資源情報の集中と発信をメイ
ンテーマに基調講演・パネルディ
スカッションが行われました。
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▲東予港が
　国の「重点港湾」に選定（８月３日）
　国土交通省は全国の重要港湾103港のうち、今後の新規
直轄港湾整備事業の着手対象となる「重点港湾43港」を公
表し、その一つに「東予港」が選定されました。
　東予港は、貨物の取り扱い実績、海上輸送網の拠点とし
ての機能などが評価され、今回の選定は官民一体となって
港湾の早期整備の必要性を国に強く訴え、努力してきたこ
とが認められたものと考えられます。
　市民の安全・安心な生活および企業が安定して事業する
ために必要不可欠な港湾整備の早期実現に向け、今後も関
係各方面へ強く要望していきます。

西条地区

壬生川地区 東予港整備計画図
※当計画図の航空写真は画像処理を施しています。

東防波堤（整備要望中）

東予港 西条地区

１
月
５
日　

民
主
党
愛
媛
県
連
と
県
市
長
会
と
の
地
域
政
策
会
議
（
松
山
市
）

　
　

26
日　

四
国
防
災
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
高
松
市
）

２
月
15
日　

え
ひ
め
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
松
山
市
）

　
　

19
日　

日
本
学
術
会
議
で
講
演
（
東
京
都
）

４
月
16
日　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
組
織
財
務
委
員
会
・
都

　
　
　
　

道
府
県
幹
事
会
合
同
会
議
（
東
京
都
）

　
　

27
日　

愛
媛
県
市
長
会
春
期
会
議
（
八
幡
浜
市
）

５
月
13
日　

第
１
２
８
回
四
国
市
長
会
議
（
吉
野
川
市
）

　
　

18
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
理
事
会
（
東
京
都
）

６
月
５
日　

民
主
党
愛
媛
県
連
地
域
政
策
会
議
東
予
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

９
日　

全
国
市
長
会
・
経
済
委
員
会
（
東
京
都
）

　
　

９
日　

地
域
経
済
活
性
化
全
国
協
議
会
役
員
会
・
総
会
（
東
京
都
）

７
月
10
日　

東
京
農
業
大
学
・
農
山
村
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演
（
東
京
都
）

　
　

14
日　

四
国
港
湾
協
議
会
に
よ
る
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

21
日　

市
町
知
事
陳
情
西
条
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
居
浜
市
）

　
　

23
日　

東
京
大
学
ま
ち
づ
く
り
大
学
院
で
講
義
（
東
京
都
）

８
月
４
日　

愛
媛
県
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
導
入
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
る

　
　
　
　

要
望
活
動
（
高
松
市
）

　
　

11
日　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
米
倉
昌
弘
会
長
と
面
談
（
東
京
都
）

　
　

27
日　

明
日
の
四
国
づ
く
り
を
考
え
る
市
町
村
長
の
会
（
高
松
市
）

　
　

27
日　

国
道
１
９
４
号
利
用
促
進
同
盟
会
に
よ
る
要
望
活
動
（
高
松
市
）

10
月
14
日　

日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員
会
（
東
京
都
）

11
月
10
日　

東
予
港
（
西
条
地
区
）
に
お
け
る
東
防
波
堤
の
早
期
整
備
に
係
る

　
　
　
　

知
事
要
望
（
松
山
市
）

　
　

16
日　

生
涯
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会
（
東
京
都
）

　
　

17
〜
18
日　

全
国
市
長
会
（
東
京
都
）

　
　

19
日　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
市
町
村
職
員
土
砂
災
害
対
策
研
修
会

　
　

26
日　

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ａ
（
㈳
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
シ
ン

　
　
　
　

ポ
ジ
ウ
ム
in
関
西
で
講
演
（
京
都
市
）

24
日　

千
葉
大
学
客
員
教
授
の
池
田
英
男
氏
を
迎
え
「
植
物
工
場
セ
ミ

　
　

ナ
ー
」
を
開
催

１
日　

四
国
鉄
道
文
化
館
が
入
館
15
万
人
達
成

７
日　

名
誉
市
民
・
桑
原
富
雄
氏
ご
逝
去

10
日　

第
３
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
21
年
度
）

13
日
〜　

四
国
学
院
大
学
硬
式
野
球
部
・
浜
松
大
学
硬
式
野
球
部
を
皮

　
　

切
り
に
、
12
チ
ー
ム
が
市
内
で
春
季
合
宿

13
日　

東
予
港
の
早
期
整
備
実
現
に
向
け
意
見
交
換
会
を
開
催

14
日　

市
民
の
森
「
梅
ま
つ
り
」

20
日　

木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
西
条

６
〜
７
日　

椿
一
輪
展

６
日　

福
西
崇
史
サ
ッ
カ
ー
教
室

８
日　

西
条
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定

11
〜
12
日　

タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
市
内
で
開
催
の
メ
ニ
ュ
ー
提
案
会
に

　
　

お
い
て
、
西
条
産
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
出
展

27
日　

バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦
安
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

31
日　

西
条
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）

　
　

を
策
定

１
日　

市
立
周
桑
病
院
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

２
日　

西
条
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の
取
り
組
み
が
、
農
商
工

　
　

連
携
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
30
と
し
て
事
例
紹
介

５
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
40
万
人
達
成

13
日　

石
油
商
業
組
合
西
条
支
部
・
周
桑
支
部
と
災
害
応
援
協
定
締
結

17
日　

大
町
公
民
館
が
新
築
落
成

24
日　

生
き
物
文
化
誌
学
会
の
例
会
会
場
に
西
条
市
が
選
ば
れ
、
学
会

　
　

常
任
理
事
の
秋
篠
宮
さ
ま
を
は
じ
め
全
国
の
研
究
者
な
ど
が
来
西

24
日　

大
阪
市
内
で
開
催
の
Ｖ
１
（
ベ
ジ
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
西

　
　

条
特
産
「
絹
か
わ
な
す
」
が
優
勝

29
日　

第
10
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
第
６
回
健
康
ふ
れ
愛
＆

　
　

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
日　

四
国
の
祭
り
２
０
１
０
（
高
松
市
）
に
、
だ
ん
じ
り
５
台
出
場

16
日　

石
鎚
山
系
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

16
〜
21
日　

ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
で
開
催
の
第
18
回
世
界
水
素
エ
ネ
ル

　
　

ギ
ー
会
議
（
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
０
）
に
お
い
て
「
西
条
ク
ー
ル
・

　
　

ア
ー
ス　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
研
究
成
果
を
発
表

12
日
〜　

ホ
ッ
ケ
ー
愛
媛
県
成
年
男
女
チ
ー
ム
を
皮
切
り
に
、
15
チ
ー

　
　

ム
が
市
内
で
夏
季
合
宿

13
日　

第
10
回
西
条
市
立
て
干
し
網

21
日　

西
条
警
察
署
と
災
害
応
援
協
定
締
結

21
日　

東
洋
経
済
新
報
社
「
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
２
０
１
０
年
版
」
で

　
　

西
条
市
が
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
第
77
位
、
県
内
第
１
位

27
日　

千
の
風
物
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
朗
読
会　

〜
全
国
か
ら
寄
せ
ら

　
　

れ
た
素
敵
な
手
紙
と
物
語
〜

１月２月３月４月６月 ５月

▲日本学術会議で
　市長が講演
　　　　　　（２月19日）

　わが国の全分野の科学者
を代表し組織される、日本
学術会議の「国土と環境」
分科会ワークショップにお
いて「地域主権の実績と課
題」と題した講演や意見交
換を行い、特色ある西条市
の取り組みを学会の方々に
紹介しました。

▲ＪＢＩＡシンポジウムで市長が講演（11月26日）
　地域活性化や雇用創出、地域産業の創造をテーマとした㈳日本ビ
ジネス・インキュベーション協会のシンポジウムに市長が出席し、
基調講演の講師を務めるとともに、各地域でインキュベーション活
動に取り組む方々と活発な意見を交わしました。

▲東京大学大学院で市長が講義（７月23日）
　東京大学まちづくり大学院において「地域の特性を生かしたまちづくりと
土地利用計画の新たな発想」と題し、西条市の取り組みを紹介しながら、ま
ちづくりの現場において中心となる高度な知識をもった専門家の方々に講義
を行いました。

▲木のまち・木のいえ
　リレーフォーラムin西条
　　　　　　　　　（２月20日）

　木材利用の促進と普及を目的に
全国を巡る同フォーラムの四国会
場に当市が選ばれ、四国内外から
約800人が参加して、四国４県の
材木資源情報の集中と発信をメイ
ンテーマに基調講演・パネルディ
スカッションが行われました。

広報さいじょう　2011　１月号5



20
日　

太
陽
電
池
セ
ル
製
造
工
場
の
西
条
市
へ
の
誘
致
が
実
り
、
愛
媛

　
　

県
庁
で
立
地
企
業
・
県
・
市
の
三
者
が
立
地
協
定
書
に
調
印

22
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ－

Ｆ
Ｍ　

気
ま
ま
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
公
開
録
音

23
日　

八
堂
山
遺
跡
の
復
元
住
居
修
復
を
記
念
し
て
野
外
授
業
を
開
催

24
日　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏
季
大
阪
大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
出
場

　
　

選
手
の
健
闘
を
祈
念
し
て
ト
ー
チ
ラ
ン
を
開
催

24
日　

第
９
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

26
〜
28
日　

韓
国
イ
ン
チ
ョ
ン
市
で
開
催
の
第
４
回
ア
ジ
ア
防
災
閣
僚

　
　

会
議
に
お
い
て
、
12
歳
教
育
な
ど
西
条
市
の
防
災
事
業
を
発
表

30
〜
31
日　

第
62
回
西
条
地
域
文
化
祭

30
〜
31
日　

丹
原
地
域
総
合
文
化
祭

31
日　

竹
俣
明
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

３
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選
会

６
日　

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
か
ら
西
条
市
へ
感
謝
状
贈
呈

６
〜
７
日　

第
30
回
東
予
地
域
文
化
祭

７
日　

近
藤
篤
山
顕
彰
事
業
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
藤
樹
・
二
洲
・
篤
山
」

７
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

７
日　

第
５
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
〜
14
日　

第
53
回
西
条
市
産
業
祭

13
〜
14
日　

第
31
回
小
松
文
化
祭

20
日　

国
史
跡
・
永
納
山
城
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

20
〜
21
日　

小
松
高
校
１
年
生
の
浅
木
辰
哉
君
・
小
野
寛
貴
君
が
水
ロ

　
　

ケ
ッ
ト
世
界
大
会
で
総
合
優
勝
。
個
人
の
部
に
お
い
て
も
、
浅
木

　
　

君
が
優
勝
、
小
野
君
が
第
４
位

22
日　

㈶
大
原
美
術
館
理
事
長
の
大
原
謙
一
郎
氏
を
迎
え
「
文
化
・
観

　
　

光
・
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催

23
日　

佐
伯
美
香
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

１
日　

西
条
西
部
公
園
内
に
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

１
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
70
万
人
達
成

４
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

５
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

５
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

８
日　

四
国
鉄
道
文
化
館
の
開
館
３
周
年
を
記
念
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
代
表

　
　

取
締
役
会
長
の
松
田
清
宏
氏
を
迎
え
て
講
演
会
を
開
催

16
日　

第
２
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
22
年
度
）

18
〜
19
日　

小
野
誠
治
卓
球
教
室

26
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

26
日　

井
上
和
代
空
手
道
教
室

10月 ９月 ８月 ７月11月12月

▲「千の風物語」シンポジウム・朗読会（６月27日）
　朝日新聞社等が募集した「千の風になったあなたへ贈る手紙」の作品
原書が当市へ寄託されることを記念して、作家の新井満さんや朝日新聞
社編集委員の一色清さんを迎え、朗読会・シンポジウムを開催しました。

▲ベトナムの大学生が
　防災視察（８月３日）
　ベトナム国・フエ大学の学
生が来西し、市長や市担当職
員と防災行政について意見交
換しました。フエ大学は当市
と教育・研究交流協定を結ぶ
京都大学大学院地球環境学堂
と共同で防災・環境などの研
究に取り組んでいます。

▲地下水シンポジウム 未来につなぐ地下水の科学（９月23日）
　総合地球環境学研究所、愛媛大学等と共同で進めている地下水研究の
成果を発表するシンポジウムを開催。市民共通の財産である地下水資源
を将来にわたって確保するため、様々な視点で意見交換を行いました。

▲国連事務総長特別代表が
　西条市訪問（９月16日）
　12歳教育推進事業など当市が取り
組む「災害に強いまちづくり」が国
連から高く評価され、国連事務総長
特別代表（防災担当）のマルガレー
タ・ワルストロム氏が当市を訪問し
市長と防災の取り組みについて意見
交換を行いました。

▲アジア防災閣僚会議で防災事業を発表（10月26～28日）
　アジア・太平洋地域の各国政府代表等が出席する第４回アジア防災閣
僚会議（国連国際防災戦略主催）に西条市が参加し、当市の防災事業を
発表するとともに、国連・各国の関係者と活発な議論を交わしました。

▲太陽電池セル工場
　西条市へ立地
　　　　　　（10月20日）

　太陽光発電システムの心
臓部分である「太陽電池セ
ル」の製造工場が、四国で
初めて西条市港に立地する
ことが決まり、愛媛県庁で
立地企業、愛媛県、西条市
の三者による立地協定書の
調印式が執り行われました。

▲

日本菌学会が
　菌類観察会を開催
　　　　（10月９～11日）

　きのこなどの菌類が豊富
な当市の自然林で、日本菌
学会が四国初となる野外観
察会を開催しました。
　観察会には全国から138
人の研究者が参加し、石鎚
山や八堂山、永納山などで
研究・観察活動に取り組み
ました。

▲東京大学大学院
　農学生命科学研究科
　生物材料科学専攻と
　地域交流協定締結
　　　　　 （10月４日）
　木材活用および地域に関す
る分野における双方の健全な
発展を目的に、東京大学大学
院の生物材料科学専攻と地域
交流協定を締結しました。
　木材の利用促進、社会資本
としての森林維持や林業活性
化につながるよう、連携活動
を積極的に推進しています。
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が
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達
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０
１
０
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Ｆ
Ａ
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友
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）
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８
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７
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８
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と
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８
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ん
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り
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・
物
産
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予
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が
国
の
「
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点
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43
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」
に
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定
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と
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学
の
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災
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政
の

　
　

取
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市
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７
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〜
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災
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０
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川
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５
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６
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会
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５
回
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業
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懇
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会
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ー

12
日　

総
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訓
練
（
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消
防
署
管
内
）

16
日　

国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）
の
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
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ル
ス
ト
ロ
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氏
が
来
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し
、
防
災
に
つ
い
て
意
見
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換

23
日　
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水
シ
ン
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ム
「
未
来
に
つ
な
ぐ
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下
水
の
科
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」

23
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

27
日　

長
福
寺
の
宝
篋
印
塔
を
市
有
形
文
化
財
（
石
造
美
術
）
に
指
定

28
日　

庭
園
作
家
・
重
森
三
玲
の
研
究
家
で
あ
る
中
田
勝
康
氏
を
迎
え

　
　

重
森
庭
園
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
現
地
視
察
会
を
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催

４
日　
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京
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学
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院
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生
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科
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と
地
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流
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定
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結

９
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11
日　

日
本
菌
学
会
が
菌
類
観
察
会
を
開
催

16
〜
17
日　

東
予
高
校
２
年
生
の
伊
藤
成
一
朗
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が
鎌
倉
尚
之
君
・
藤

　
　

原
翔
太
君
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
第
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回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
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ト
全
国
大
会
旋
盤
部
門
で
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。
８
月
４
〜
６
日
に
開

　
　

催
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た
第
５
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年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
も
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し
、

　
　

２
大
会
続
け
て
の
快
挙

▲生き物文化誌学会えひめ西条例会（４月24日）
　生き物と人との関わりについて幅広く研究している「生き物文化誌学
会」例会の会場に県内で初めて西条市が選ばれ、「石鎚山系のけものた
ち」をテーマに基調講演、研究発表などが行われました。同会には学会
常任理事の秋篠宮さまをはじめ、全国の研究者などが出席しました。

▲世界水素エネルギー会議に参加
　　　　　　　　　　　（５月16～21日）

　世界各国の水素研究者や関連企業などが
集う同会議に西条市が参加し、ＭＨ冷水製
造システムを食料生産に適用する実証研究
の成果などを、東海大学の内田裕久教授に
発表いただくとともに、パネルなどで当市
の取り組みを研究者等に紹介しました。
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催
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Ｒ
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催
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９
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催
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４
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12
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育
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西
条
市
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防
災
事
業
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発
表
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〜
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西
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域
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〜
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地
域
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俣
明
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ン
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室

３
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高
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駅
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愛
媛
県
予
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６
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日
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６
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７
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山
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13
〜
14
日　

第
53
回
西
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〜
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納
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世
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４
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催
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５
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５
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３
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Ｒ
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催
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２
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▲「千の風物語」シンポジウム・朗読会（６月27日）
　朝日新聞社等が募集した「千の風になったあなたへ贈る手紙」の作品
原書が当市へ寄託されることを記念して、作家の新井満さんや朝日新聞
社編集委員の一色清さんを迎え、朗読会・シンポジウムを開催しました。

▲ベトナムの大学生が
　防災視察（８月３日）
　ベトナム国・フエ大学の学
生が来西し、市長や市担当職
員と防災行政について意見交
換しました。フエ大学は当市
と教育・研究交流協定を結ぶ
京都大学大学院地球環境学堂
と共同で防災・環境などの研
究に取り組んでいます。

▲地下水シンポジウム 未来につなぐ地下水の科学（９月23日）
　総合地球環境学研究所、愛媛大学等と共同で進めている地下水研究の
成果を発表するシンポジウムを開催。市民共通の財産である地下水資源
を将来にわたって確保するため、様々な視点で意見交換を行いました。

▲国連事務総長特別代表が
　西条市訪問（９月16日）
　12歳教育推進事業など当市が取り
組む「災害に強いまちづくり」が国
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特別代表（防災担当）のマルガレー
タ・ワルストロム氏が当市を訪問し
市長と防災の取り組みについて意見
交換を行いました。

▲アジア防災閣僚会議で防災事業を発表（10月26～28日）
　アジア・太平洋地域の各国政府代表等が出席する第４回アジア防災閣
僚会議（国連国際防災戦略主催）に西条市が参加し、当市の防災事業を
発表するとともに、国連・各国の関係者と活発な議論を交わしました。

▲太陽電池セル工場
　西条市へ立地
　　　　　　（10月20日）

　太陽光発電システムの心
臓部分である「太陽電池セ
ル」の製造工場が、四国で
初めて西条市港に立地する
ことが決まり、愛媛県庁で
立地企業、愛媛県、西条市
の三者による立地協定書の
調印式が執り行われました。

▲

日本菌学会が
　菌類観察会を開催
　　　　（10月９～11日）

　きのこなどの菌類が豊富
な当市の自然林で、日本菌
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察会を開催しました。
　観察会には全国から138
人の研究者が参加し、石鎚
山や八堂山、永納山などで
研究・観察活動に取り組み
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▲東京大学大学院
　農学生命科学研究科
　生物材料科学専攻と
　地域交流協定締結
　　　　　 （10月４日）
　木材活用および地域に関す
る分野における双方の健全な
発展を目的に、東京大学大学
院の生物材料科学専攻と地域
交流協定を締結しました。
　木材の利用促進、社会資本
としての森林維持や林業活性
化につながるよう、連携活動
を積極的に推進しています。
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本
菌
学
会
が
菌
類
観
察
会
を
開
催

16
〜
17
日　

東
予
高
校
２
年
生
の
伊
藤
成
一
朗
君
が
鎌
倉
尚
之
君
・
藤

　
　

原
翔
太
君
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
第
10
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

　
　

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
旋
盤
部
門
で
準
優
勝
。
８
月
４
〜
６
日
に
開

　
　

催
さ
れ
た
第
５
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
も
準
優
勝
し
、

　
　

２
大
会
続
け
て
の
快
挙

▲生き物文化誌学会えひめ西条例会（４月24日）
　生き物と人との関わりについて幅広く研究している「生き物文化誌学
会」例会の会場に県内で初めて西条市が選ばれ、「石鎚山系のけものた
ち」をテーマに基調講演、研究発表などが行われました。同会には学会
常任理事の秋篠宮さまをはじめ、全国の研究者などが出席しました。

▲世界水素エネルギー会議に参加
　　　　　　　　　　　（５月16～21日）

　世界各国の水素研究者や関連企業などが
集う同会議に西条市が参加し、ＭＨ冷水製
造システムを食料生産に適用する実証研究
の成果などを、東海大学の内田裕久教授に
発表いただくとともに、パネルなどで当市
の取り組みを研究者等に紹介しました。
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■
県
審
査
佳
作

　

鈴
木
美
沙　

（
西
条
北
中
３
年
）

■
市
審
査
入
賞

　

菅
野
華
音　

（
神
拝
小
２
年
）

　

藤
岡
智
子　

（
周
布
小
３
年
）

　

髙
橋
未
優　

（
小
松
小
４
年
）

　

藤
岡
優
子　

（
周
布
小
５
年
）

　

日
野
大
輝　

（
丹
原
小
５
年
）

　

川
又
麻
梨
乃
（
庄
内
小
６
年
）

　

山
内
香
穂　

（
庄
内
小
６
年
）

　

小
坂　

紀　

（
中
川
小
６
年
）

　

岸
本
奈
那
子
（
西
条
北
中
１
年
）

　

髙
橋
雅
史　

（
西
条
北
中
１
年
）

　

深
澤
綺
華　

（
西
条
北
中
１
年
）

　

伊
藤
茅
春　

（
東
予
東
中
２
年
）

　

越
智
美
月　

（
東
予
東
中
２
年
）

　

近
藤
加
奈
子
（
河
北
中
２
年
）

　

村
上
清
奈　

（
河
北
中
２
年
）

　

谷
口
千
奈
美
（
西
条
北
中
３
年
）

　

櫛
部
洋
伎　

（
丹
原
東
中
３
年
）

　

越
智
梨
李
花
（
東
予
高
１
年
）

　

行
本　

晃　

（
東
予
高
１
年
）

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
等
が
主
催
す
る
平
成
22
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品

の
募
集
に
は
、
市
内
小
・
中
・
高

等
学
校
か
ら
２
８
６
点
の
応
募
が

あ
り
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

■
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣
賞

　

髙
橋
桃
菜　
（
小
松
小
２
年
）

■
県
審
査
入
選

　

戸
田
陽
菜　
（
神
拝
小
１
年
）

　

平
塚
雅
樹　
（
東
予
高
１
年
）

　

市
議
会
11
月
臨
時
会
が
29
日
に

開
会
さ
れ
、
次
の
条
例
案
な
ど
が

上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
（
給
与
の
引
き

下
げ
）
に
準
じ
、
当
市
一
般
職
職

員
等
の
給
与
を
改
定
す
る
た
め
、

所
要
の
条
例
改
正
を
行
お
う
と
す

る
も
の
。

文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た

髙
橋
桃
菜
さ
ん
（
上
写
真
）
と
そ
の
作
品
。

明るい選挙
啓発ポスター作品
入賞者発表

昭和54年から８期25年余の長きにわたり
小松町・西条市の議会議員として町政・
市政運営に参画され、この間、議長等の
要職を歴任され、市政伸展と住民福祉の
増進に多大な貢献をされました。

昭和54年から４期16年の長きにわたり、
小松町議会議員として町政運営に参画さ
れ、この間、議長等の要職を歴任され、
町政の伸展と住民福祉の増進に多大な貢
献をされました。

昭和61年から24年の長きにわたり、保護
司として職務に精励され、この間、西条
地区保護司会副会長等の要職を歴任され、
更生保護活動の伸展と地区保護司会の発
展に多大な貢献をされました。

昭和40年から35年余の長きにわたり、警
察業務に携わり、各種犯罪の捜査に尽力
され、住民の安全と治安維持に多大な貢
献をされました。

昭和24年から47年の長きにわたり、消防
団業務に精励され、この間、大町分団分
団長等の要職を歴任され、地域の消防力
の強化に多大な貢献をされました。

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
が
叙
勲
・
褒
章
の

栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

市
議
会

11
月
臨
時
会
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■最優秀賞
○阿部有華（三芳小６年）
　さし出した　あなたのその手が
　杖になり
■優秀賞
○伊東文太（禎瑞小６年）
　障害のかべを
　二人三脚でのりこえよう　
　みんなでいっしょに １.２.１.２
○中平玲奈（田滝小５年）
　たった一つの　もらった命
　明るい笑顔で　共に生きよう
○武田奈々（小松小５年）
　広げよう　心の中のバリアフリー
　心に段差は　いらないよ！

　障害者週間（12月３日～９日）に
ちなみ、障害者福祉やボランティア
活動をテーマにした標語を市内の小
学５・６年生から募集したところ、
2,144点の応募がありました。
　審査の結果、次の方々が受賞され
ました。（敬称略）

「障害者週間」記念標語
優秀作品発表

■入　選　明星昌希（西条小６年）
　　　　　上路春道（神拝小６年）
　　　　　伊藤遥香（氷見小６年）
　　　　　秦　琴音（壬生川小６年）
■特別賞　浅原崚佑（大町小６年）
　　　　　田村優弥（玉津小６年）
　　　　　一色菜央（飯岡小５年）
　　　　　松木俊介（神戸小６年）
　　　　　伊藤大將（多賀小６年）
　　　　　大下夏海（国安小５年）
　　　　　山本　祥（楠河小６年）
　　　　　尾崎友祐（丹原小５年）
　　　　　越智駿輔（中川小５年）
　　　　　三村康貴（小松小６年）

　昭和55年から民生委員・児童委員として
職務に精励され、愛媛県民生児童委員協議
会会長を務められるなど、県・市の民生児
童委員協議会の発展と地域福祉の増進に多
大な貢献をされています。

　昭和45年から神戸保育園副園長、昭和52
年から同園長として、地域の保育活動に奔
走されるとともに、西条市保育協議会会長
を務められるなど、児童福祉の増進に多大
な貢献をされています。

　昭和63年から保護司として職務に精励さ
れ、西条地区保護司会第１分区長を務めら
れるなど、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされています。

　昭和63年から保護司として職務に精励さ
れ、西条地区保護司会第２分区長を務めら
れるなど、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされています。

　昭和63年から保護司として職務に精励さ
れ、西条地区保護司会監事を務められるな
ど、更生保護活動の伸展と地区保護司会の
発展に多大な貢献をされています。

更生保護功労

更生保護功労

更生保護功労

民生委員・
児童委員功労

社会福祉事業
従事功労

　第10回全国障害者スポーツ大会と第５回
スペシャルオリンピックス夏季大阪大会が
開催され、愛媛県選手団として当市から次
の６名の選手が出場し、立派な成績を収め
られました。（敬称略）

近藤愛弥

中須啓友

藤田成一郎

野田悠起

徳永　陵

成　績

成　績

金メダル

金メダル
６位

７位

フライングディスク アキュラシーディスリート・５

競　技　種　目

競　技　種　目氏　名

氏　名

陸上競技　400ｍ走

陸上競技　100ｍ走

■第10回全国障害者スポーツ大会（10月23日～25日　千葉県）

■第５回スペシャルオリンピックス夏季大阪大会（11月５日～７日　大阪府）

全国障害者スポーツ大会
スペシャルオリンピックス夏季大会

フライングディスク　ディスタンス

渡部政子
６位
８位

フライングディスク アキュラシーディスリート・５
フライングディスク　ディスタンス

金メダル
銀メダル

競泳　25ｍ背泳ぎ
競泳　25ｍバタフライ

６位

４位

陸上競技　1500ｍ走

陸上競技　100ｍ走
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▼特選　西条祭振興会長賞
　「名水に映る」　藤田　晃（天神）

▲ 特選　西条市観光協会長賞
　「殿中奴行列」　日野　清（新居浜市）

▲準特選　「まつりだ!!」
　　　　　伊藤裕子（大町）

▲準特選　「未明の響き（Ⅱ）」
　　　　　天満任男（飯岡）

▲準特選　「クライマックス」　
　　　　　津島次康（禎瑞）

▲準特選　「柳を従えて」
　　　　　田坂光司（福武甲）

市
内
外
か
ら
２
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▲

推
薦　

西
条
市
長
賞　

「
最
高
潮
」　

十
亀
貞
子
（
飯
岡
）

池
森　

朔
（
氷
見
丙
）

石
川
賢
一
（
高
知
県
）

井
上　

昭
（
松
山
市
）

岡
田
義
雄
（
喜
多
台
）

越
智
貴
雄
（
東
京
都
）

十
亀
貞
子
（
飯
岡
）

神
野
英
運
（
北
条
）

高
木
綾
子
（
禎
瑞
）

田
坂
光
司
（
福
武
甲
）

津
島
し
の
ぶ
（
禎
瑞
）

乗
松
賢
二
（
松
山
市
）

日
野　

清
（
新
居
浜
市
）

福
山
美
博
（
下
島
山
甲
）

別
宮
幸
二
（
新
居
浜
市
）

村
上　

巍
（
小
松
町
南
川
）

八
木
清
春
（
今
治
市
）

矢
野
匡
昭
（
禎
瑞
）

山
田
富
雄
（
古
川
甲
）

◇◆◇　入　選　◇◆◇



　市消防本部と西条市危険物安全協会が秋季全国火災予防
運動行事の一環として平成22年度防火ポスターを募集した
ところ、市内の小学４年生124人から応募がありました。
　審査の結果、次の方々が受賞されました。（敬称略）

■西条市危険物安全協会長賞
　髙橋莉那（玉津小学校）
■優秀賞
　豊田佳那子（西条小学校）　　真鍋拓幹（玉津小学校）
　玉井涼葉　（神戸小学校）　　伊藤息吹（橘小学校）
　大北紗矢香（吉井小学校）　　森川由有（楠河小学校）

　愛媛県が創設した「愛リバー・サポーター制度（旧河
川里親制度）」が、平成22年度で創設10周年を迎えたこ
とから、県では愛リバー・サポーターとして10年間にわ
たり継続的に河川敷の一定区間の清掃活動を行っている
団体に対し、10月27日に知事感謝状を贈呈しました。
　受賞した団体は創設当初から制度に参加され、現在も
河川の美化活動と愛護思想普及に努められています。

■市内の受賞団体　○正法寺自治会
　　　　　　　　　○四国電力㈱西条営業所
　　　　　　　　　○東予環境グループ

　名曲「千の風になって」ゆかりの地として、まちづくりに取り
組む北海道七飯町、新潟県新潟市、西条市の３市町による、年に
一度の共催会議「千の風サミット」が西条市で開催されます。
　このサミット開催を記念して豪華ゲストをお迎えし、「千の風
競演フェスティバル」を開催します。３市町の合唱団や合奏団の
皆さんによる合唱・演奏のほか、ゲストの素敵な歌声を披露して
いただく予定です。皆さまの来場を、心からお待ちしています。
主催　「千の風競演フェスティバル」実行委員会

「千の風サミット」とは
　「千の風サミット」は、七飯町、新潟市、西条市の３市町が
それぞれの地域で取り組んでいるまちづくりの紹介や討議を
行い、全国に向けた３市町共同連携によるメッセージを発信
するものです。
　３回目を迎える今回のサミットは「歌＝心のふるさと」を
テーマに、西条市で開催されます。

日時　１月29日㈯　16時～
場所　西条国際ホテル「優宴の間」
※サミットは一般の方の傍聴が可能です。ただし
　会場の席数に限り（約30席）がありますので、
　あらかじめご了承ください。（入場無料）
主催　西条市　　共催　七飯町、新潟市

●問合せ　市庁舎本館商工労政課内　「千の風競演フェスティバル」実行委員会事務局　℡0897－52－1482

秋川雅史

テノール歌手

「千の風になって」
歌唱者

新井　満

「千の風になって」
訳詩・作曲家

レーモンド松屋

2010年第43回日本有
線大賞「新人賞」「有
線問い合せ賞」ダブ
ル受賞！
「安芸灘の風」歌唱者
西条市在住

▼第３回「千の風サミット」開催概要▼

日 時

場 所

１月30日㈰
13時30分開場　14時開演

総合文化会館　大ホール
入場料　前売：3,000円　当日：3,500円
販売場所　総合文化会館、丹原文化会館

※未就学児の入場はご遠慮ください。
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市税の電子申告サービス開始
今年の申告は簡単・便利なｅＬＴＡＸで

　市では、平成22年12月から地方税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）を利用した、インターネット
による市税の電子申告サービスを開始しています。

▼ 電 子 申 告 の 流 れ ▼

　公的年金受給者を対象に、確定申告書の作成方法などを
アドバイスします。
問合せ　伊予西条税務署個人課税部門　℡0897－56－3290
▼申告相談会の日時・場所

▼申告相談会で必要な書類
○確定申告書（ない場合は当日お渡しします）
○平成22年分の給与所得・公的年金等の源泉徴収票
※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算に必要
　な書類など。
○国民健康保険税などの支払金額が分かる書類
○国民年金保険料などの支払いを証明する書類
○生命保険料や地震保険料などの控除証明書
○医療費の領収書など、所得控除に必要な書類
○住宅借入金など、特別控除に必要な書類（事前にお問い
　合わせください）
○申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
○印章、筆記用具、電卓

※当日はかなりの混雑が予想されます。医療費控除の明細
　書や収支内訳書等は事前に作成してきてください。
　また、自動車でのご来場は、極力ご遠慮ください。

※市庁舎別館での申告相談は開催しませんので、直接税務署でお早めに申
　告してください。

丹原

地区 日　　時 場　　所

２月３日㈭　９時～16時 丹原福祉センター
２階大会議室

小松 ２月４日㈮　９時～16時 小松総合支所
２階ホール

東予 ２月７日㈪～９日㈬
９時～16時

東予総合支所
３階

伊予西条税務署

公的年金等の申告相談会

■エルタックスの特徴
①手続きがオフィスなどでできる
　インターネットを利用するため、オフィスなどから手続き
が行えます。市役所窓口へ出向いたり、郵送したりする必要
がなくなります。
②一度で複数の申告ができる
　作成した申告等の電子データを送信するだけで、ポータル
センタが提出先を判断し必要な地方公共団体へ送信します。
③申告書が簡単に作成できる
　無料のエルタックス対応ソフトウェアを使用すると、さま
ざまな申告書の作成支援が受けられます。

■エルタックスのアドレス　http://www.eltax.jp/

①エルタックスホーム
　ページから利用届出

②利用届出内容の配信

③利用届出内容の審査
④受付手続き完了を
　知らせるＥメール

⑤電子申告

⑥申告内容の配信

■利用時間
　８時30分～21時（土・日曜日、祝日、年末年始除く）

税　　目

個人住民税

法人住民税

固定資産税

給与支払報告書など

法人市民税申告書
（中間・予定・確定
　・修正申告など）

償却資産申告書
市庁舎本館
資産税課
℡0897－52－1325

市庁舎本館
市民税課
℡0897－52－1317

手　続　き 担　当　課

■エルタックスで利用できる手続き

西　

条　

市

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

利　

用　

者

（
事
業
所
・
税
理
士
な
ど
）
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　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・作品展示・体験コーナーの３つの部門で構成されており、
市内29の公民館が一堂に会して開催します。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

※バザー・弁当販売はありません。昼食は各自でご準備ください。

主　催　西条市教育委員会、西条市公民館連絡協議会
問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

15 ㈯ 16 ㈰
　　　　　　　15日　開会式・舞台発表・作品展示
　　　　　　　　　　体験コーナー・健康コーナー
　　　　　　　16日　作品展示

日時：15日㈯　10時～15時
場所：大ホール

　フラダンス・日本舞踊・コーラス・大正琴・三味線などのサー
クルの皆さんが日ごろの活動成果をステージで発表します。

：15日㈯　９時30分開式

日時：15日㈯　10時～16時　　16日㈰　９時～13時
場所：小ホール

　絵手紙・水墨画・陶芸・レザークラフト・押し花・ちぎり絵・
編み物・エコクラフトバッグ・ボトルフラワー・パッチワーク・
書道・手芸・プリザーブドフラワー・粘土など、各公民館サーク
ルの皆さんによる作品を展示します。

日時：15日㈯　10時～15時
場所：展示室

　保健師があなたの健康チェックを行います。お気軽にどうぞ！
【チェック項目】血圧測定・体脂肪測定・握力測定・腹囲測定

日時：15日㈯　10時～15時　　場所：展示室

▲

今
は
や
り
の
囲
碁
ボ
ー
ル

　ＰＰバンドとちり
めんの布を使ってエ
コ雛を作ります。
■体験時間
　20分程度
■参加費　300円
■定員　50人

木目込み人形
　ゲートボールに囲
碁の面白さをプラス
したニュースポーツ
です。
■体験時間
　８分程度
■参加費　無料

囲碁ボール
　トールペイントで
ハンガーを作ります。

■体験時間
　１時間程度
■参加費　500円
■材料がなくなり次第終了

トールペイント
　ネイチャープリン
トで小物、アクセサ
リーを作ります。
■体験時間
　10～30分程度
■参加費 300～500円
■材料がなくなり次第終了

ネイチャープリント
　かずら（つる草）
を編んで鍋敷き、小
物かごを作ります。
■体験時間
　30～40分程度
■参加費　500円
■材料がなくなり次第終了

かずら細工
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丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会

で
は
今
年
度
、
研
究
部
長
を
中
心

に
、
蕎そ

ば麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
等
を

味
噌
づ
く
り
に
利
用
す
る
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に

よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
蕎
麦
入

り
味
噌
は
、
丹
原
町
産
業
ま
つ
り

の
試
食
会
で
大
好
評
を
博
し
、
ま

た
、
と
う
も
ろ
こ
し
入
り
の
味
噌

も
、
美
し
い
色
合
い
で
甘
い
口
当

た
り
の
も
の
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
地
元
で
栽
培
さ
れ
た

材
料
を
使
用
し
て
お
り
、
非
常
に

風
味
豊
か
な
出
来
栄
え
と
な
り
ま

し
た
が
、
丹
原
町
な
ら
で
は
の
味
、

こ
こ
に
し
か
な
い
味
を
と
さ
ら
な

る
高
み
を
め
ざ
す
と
、
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
伝
統
の
味
と
現
代
の

嗜し
こ
う好

に
合
っ
た
味
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
を
重
ね
、
こ
れ
こ
そ
わ
が
町

の
味
と
言
え
る
味
噌
を
追
い
求

め
、
そ
し
て
そ
の
味
を
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
夏
の
時
期
に
開
催
さ
れ

る
の
が
、
丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味

研
究
会
の
「
味
噌
づ
く
り
新
人
養

成
講
座
」
で
す
。
丹
原
農
村
婦
人

の
家
の
加
工
室
を
会
場
と
し
て
、

３
日
間
の
講
座
を
２
回
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
地
元
産
の
米
・

大
豆
・
麦
を
使
っ
て
、
麹

こ
う
じ
づ
く
り

か
ら
始
ま
り
味
噌
を
完
成
さ
せ
る

ま
で
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
本

格
的
な
内
容
が
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
暑
い
中
、
し
か
も
大
き
な

器
具
を
使
う
作
業
や
、
麹
の
微
妙

な
温
度
変
化
を
体
に
覚
え
こ
ま
せ

る
な
ど
、
そ
の
行
程
は
体
力
的
に

も
大
変
で
す
が
、
手
間
隙
を
か
け

た
味
噌
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
の

感
慨
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
講
座
で
は
、
味
噌

を
つ
く
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

味
噌
を
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い
う

人
を
増
や
し
、
そ
う
し
た
人
た
ち

が
互
い
に
技
術
を
磨
く
こ
と
で
、

手
づ
く
り
味
噌
の
輪
を
地
域
に

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

公
民
館
な
ど
で
の
味
噌
づ
く
り
活

動
に
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
、

さ
ら
に
は
幅
広
い
世
代
か
ら
の
参

加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会

は
、
丹
原
農
村
婦
人
の
家
を
利
用

し
て
、
農
産
物
を
加
工
し
手
づ
く

り
の
味
を
楽
し
む
た
め
の
講
座
・

研
修
会
の
開
催
や
、
味
噌
づ
く
り

を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
加
工
技

術
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
ふ
る
さ
と

の
味
を
探
求
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

産業まつりでの蕎麦入り味噌の試食には人だかりが

唯一無二の味噌をめざして楽しくがんばっています

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は丹原総合支所から「地元農産物を加工して、
ふるさとの味を探求する女性たちの活動」について紹介します。

丹原総合支所　　〒791－0592　丹原町池田1733番地1
　　　　　　　　℡0898－68－7300　　℻0898－68－4769

味噌づくりの合間に…　丹原町ふるさとの味研究会の皆さん

丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会

　

丹
原
農
村
婦
人
の
家
が
建
設
さ
れ
た
昭
和
50
年
、
施
設
の
運
営
組
織

と
し
て
発
足
し
た
の
が
「
丹
原
町
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会
」
で
す
。

　

農
村
食
文
化
の
伝
承
・
地
域
住
民
へ
の
食
育
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

25
名
の
会
員
が
「
食
」
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
丹
原
町
ふ
る

さ
と
の
味
研
究
会
」
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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去
る
11
月
８
日
、
サ
イ
ク
ス
の

産
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
で
、

桜
美
林
大
学
名
誉
教
授
・
人
間
環

境
活
性
化
研
究
会
理
事
を
務
め
る

藤
田
慶
喜
氏
が
来
西
さ
れ
、
市
内

企
業
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
に
お
け

る
地
域
中
小
企
業
の
今
後
の
戦
略

に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
行
わ

れ
た
講
演
で
は
、
日
本
の
成
長
を

支
え
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
の

生
産
の
場
が
中
国
な
ど
に
移
さ
れ

る
な
か
、
中
小
企
業
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、
素
材
開
発
分
野
や
よ

り
複
雑
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
に
く

い
産
業
に
向
か
う
べ
き
、
と
の
話

な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
連
等
で
活
躍
さ
れ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
西
条
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
展
開
や
海
外

戦
略
に
つ
い
て
、
企
業
経
営
者
と

熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
と
来
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
近
年
、
に
わ
か
に
注
目
を

浴
び
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス（
以

下
、
Ｃ
Ｂ
）」
と
は
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、

そ
の
活
動
の
利
益
を
地
域
に
還
元

し
て
い
こ
う
と
す
る
、
地
域
密
着

ビ
ジ
ネ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｂ
は
、
地
域
の
人
材
や
ノ
ウ

ハ
ウ
・
施
設
・
資
金
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
や
働
き
が
い
・
生
き
が
い
を

生
み
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｂ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
と
し
て
は
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
を
経
験
し
、
物
質
経
済

重
視
の
画
一
的
な
ま
ち
づ
く
り
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
マ

ッ
チ
し
た
柔
軟
で
特
徴
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き
た
か

ら
で
す
。

■
主
役
は
地
域
住
民

　

Ｃ
Ｂ
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
従
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
も
用
い
て
、
事

業
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
運
営

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
利
益

や
雇
用
は
、
経
済
的
価
値
の
追
求

の
み
で
は
な
く
、
住
民
が
主
役
と

な
っ
た
活
動
に
よ
っ
て
地
域
が
元

気
に
な
っ
た
り
、
事
業
者
自
身
が

や
り
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化

問
題
や
介
護
・
環
境
問
題
な
ど
、

多
様
な
社
会
的
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

国
の
施
策
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
Ｃ
Ｂ
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

徳
島
県
上
勝
町
の
高
齢
者
が
中

心
と
な
っ
て
行
う
、
料
理
の
つ
ま

物
販
売
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
活
気
あ
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
日
本
全
体

を
元
気
に
す
る
原
動
力
に
も
な
っ

て
い
き
ま
す
。
大
都
会
に
は
な
い

住
民
同
士
の
結
束
力
を
活
か
し
、

地
域
の
自
然
や
環
境
と
調
和
し
た

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
本
当

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱く講演される藤田先生

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、住民主体の地域密着ビジネスと
して注目を集めるコミュニティビジネスに
ついて紹介します。

73

地
域
の
課
題
を
住
民
主
体
で
解
決
！

注
目
を
集
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
前  編

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

 

桜
美
林
大
学

藤
田
慶
喜 

名
誉
教
授

事業コンセプト

目的・理念 利潤追求
社会貢献

競争 共生・生きがい

市場規模 大 小

住民との関係 企業主導 協働

成果の評価 利益

従　来項　目 Ｃ　Ｂ

●元気な地域社会の再生
●安心安全なまちづくり

コミュニティ再生
地域社会への貢献
地域課題解決

活力ある地域
自己実現
継続性

●商店街・地元企業が元気になる
●新規創業・第二創業が生まれる地域の活性化

●公的サービスの民営化
●行政サービスの効率化地域サービスの質向上

地域の雇用創出
●高齢者・女性・若者を中心と
　した雇用創出
●働きがい・やりがいの創出

地域の生活環境の向上

▼ＣＢに期待される効果

▼ＣＢと従来ビジネスとの比較
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特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

指
定
医
療
機
関
で
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
年
齢
は
平
成
23
年
３
月

31
日
現
在
）

■
実
施
期
間　

２
月
28
日
㈪
ま
で

■
検
査
内
容

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
、
血
液
検

査
、
診
察

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

○
特
定
健
診
受
診
券
（
対
象
者
に

　

は
事
前
に
交
付
し
て
い
ま
す
）

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

■
申
込
方
法

　

事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

　

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

　

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

　

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

14
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
、
国

　

民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の
納

　

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
と
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
は
、
毎

週
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
は
19
時
ま
で
次
の
窓
口
業

務
を
延
長
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
通
常
は
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

■
延
長
し
て
行
う
窓
口
業
務

○
印
鑑
登
録

○
戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄
本
・
住
民

　

票
・
印
鑑
証
明
書
の
交
付　
　

※
本
庁
で
は
旅
券
の
受
取
業
務
も

　

行
っ
て
い
ま
す
。
（
旅
券
の
申

　

請
受
付
業
務
は
除
き
ま
す
）　

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

毎
週
木
曜
日
は
窓
口
業
務
を

延
長
し
て
行
っ
て
い
ま
す

１
月
の
市
税
ご
よ
み

　平成７年１月17日に発生した阪神・淡路
大震災では、地震による火災で被害が拡大
し、多くの方が犠牲となりました。
　出火原因の多くは、電気、石油ストーブ
などの暖房器具やコンロなどです。地震へ
の備えとして、出火防止について正しい知
識と理解を深めておきましょう。

★初期消火　火災発生の初期段階は消火器が有効です。ご家庭にお
　いても消火器を常備し、取り扱い方法を学んでおきましょう。

★電気器具　地震発生時は停電となることが多く、停電が改善され
　た時に倒れている器具から出火することがあります。避難のため
　家を空けるときは、電気のブレーカーを必ず切りましょう。

★コンロ　ガスの元栓を閉めることや、日頃からボンベをチェーン
　で固定するなどの転倒対策をしておきましょう。

★石油暖房器具　石油暖房器具に付いている対震自動消火装置を過
　信することなく火が消えたことを確認し、周りには燃えやすいも
　のを置かないようにしましょう。

　昭和24年１月26日、法隆寺（奈良県）の金堂
から出火し、1300年の歴史を持つ日本最古の壁
画が焼損しました。
　その後も貴重な文化財の火災が相次いで発生
したことから、文化財を火災・震災等の災害か
ら保護するとともに、国民の文化財愛護思想の
普及高揚を図る目的で、昭和30年に１月26日が
「文化財防火デー」と定められました。
　貴重な文化財を火災から守るためには、文化
財関係者の努力だけでなく、地域住民一人ひと
りが文化財を災害から守るための日常の心配り
を積み重ねていくことが必要です。
　永い歴史の中で先人が守ってきた貴重な文化
財を、後世に受け継いでいくためにも、皆さま
のご協力をお願いします。
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日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
や
万
が
一
の

事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合

っ
て
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区
町

村
の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
等
に
加
入
中
の
方
は

　

加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
保
険
料
（
平
成
22
年
度
）

　

月
額
１
万
５
１
０
０
円

　

月
額
４
０
０
円
を
加
算
し
て
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

付
加
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
、
保
険
料
の
割
引
が
受

け
ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
や

「
早
割
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
割
引
制
度
を
利
用
す
る
た

め
の
口
座
振
替
の
申
請
は
、
３
月

上
旬
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
最
長
10
年
あ
り
ま

す
が
、
３
年
目
か
ら
は
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

受
給
・
支
給
要
件
を
満
た
し
、

嘱
託
医
が
特
別
障
害
者
と
認
め
る

方
に
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
要
件

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別

の
介
護
が
必
要
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
、
重
度
の
障
害
が
２
つ
以
上

重
複
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
支
給
要
件

○
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る
こ
と

○
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
額

　

月
額
２
万
６
４
４
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給

　愛媛県では、防災情報や緊急情報を携帯電話やパソコンに
電子メールで配信する「愛媛県防災メール」の運用を開始し
ました。どなたでも登録・利用いただけますので、ぜひご登
録ください。なお、登録・利用料は無料ですが、通信に要す
る費用（パケット料）は利用者の負担となります。
配信情報
　地震情報、津波情報、警報・注意報、土砂災害警戒情報、
河川洪水予報、週間天気予報、国民保護情報など
※詳しい内容は、愛媛県のホームページをご覧ください。
  http://www.pref.ehime.jp/bosai/bosaimail.html
登録方法
　携帯電話やパソコンから仮登録用サイトに
アクセスし、表示画面の手順に従って登録し
てください。ＱＲコード対応の携帯電話であ
れば、右記コードからアクセスできます。
○仮登録用サイトのアドレス
　http://www.taisakuhonbu.com/bosaimail/ehimepref/
問合せ　愛媛県危機管理課　防災情報係　℡089－912－2318

　冬場の道路、特に山間部や橋梁部の積雪や路面凍結には注
意が必要です。道路情報等を入手して、行き先の道路状況を
把握し、安全な通行を心がけましょう。
パソコン・携帯電話などでの道路情報等の入手先
○道路情報提供システム
　http://www.skr.mlit.go.jp/info/regulate/kyk/its/
※ＨＰ左側の「情報別一覧表示」から「本日の規制情報」を検索できます。

○愛媛県道路情報
　http://road.pref.ehime.jp/index.html
※「愛媛県通行規制情報」からご覧いただけます。

○四国の道路情報
　右記コードからアクセスできます。
電話での道路情報等の入手先
○愛媛県内の道路情報
　日本道路交通情報センター　℡050－3369－6638
○国道11号・196号
　国土交通省　松山河川国道事務所　℡089－972－0034
○国道194号・県道
　愛媛県道路維持課　℡089－912－2720
　東予地方局建設部　℡0897－55－4710
○四国内の高速道路
　ＮＥＸＣＯ西日本お客さまセンター　℡0120－924－863
○西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道）
　本州四国連絡高速道路㈱
　しまなみ今治管理センター　℡0898－23－7250
道路緊急通報のお願い
　幹線道路の異状を発見した場合は「♯９９１０」へ電話し、
音声案内に従って通報をお願いします。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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■
日
時　

１
月
30
日
㈰

　

受
付
８
時
30
分
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

東
予
運
動
公
園　

ビ
バ

・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
部
門
・
区
間

○
地
域
の
部　
　
　
　

６
区
間

○
中
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
中
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

※
各
部
門
の
参
加
対
象
に
つ
い
て

　

は
、
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

１
月
14
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
管
理
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－
０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

■
開
催
日　

１
月
９
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
で
、

　

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

　

望
す
る
方
は
、
社
会
教
育
課
へ

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

■
日
時

　

１
月
７
日
㈮　

11
時
～
15
時

※
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
内
容

　

国
内
で
有
数
の
出
荷
量
を
誇
る

西
条
産
品
「
七
草
」
の
Ｐ
Ｒ
販
売

と
、
七
草
粥
を
数
量
限
定
で
振
る

舞
い
ま
す
。

■
場
所
・
振
舞
数

○
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
前　

１
５
０
食

○
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー　
　

50
食

○
食
の
創
造
館　
　
　

１
０
０
食

■
問
合
せ　

食
の
創
造
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－
７
１
５
０

■
主
催　

Ｊ
Ａ
西
条

■
展
示
期
間　

１
月
30
日
㈰
ま
で

※
１
月
の
休
館
日

　

１
日
㈯
・
４
日
㈫
・
11
日
㈫
・

　

17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

■
内
容

　

先
人
た
ち
の
努
力
の
足
跡
で
あ

る
天
文
学
の
発
展
の
歴
史
と
、
そ

の
成
果
と
し
て
最
新
の
宇
宙
像
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料

○
巡
回
展
の
み

　

高
校
生
以
上　

３
０
０
円

　

65
歳
以
上　
　

２
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

２
０
０
円

○
巡
回
展
・
常
設
展
セ
ッ
ト

　

高
校
生
以
上　

６
０
０
円

　

65
歳
以
上　
　

４
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

■
日
時

　

１
月
15
日
㈯　

13
時
～
15
時

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
講
師　

東
京
農
業
大
学
教
授

　
　
　
　

穂
坂　

賢
氏

■
演
題　

醸
造
（
発
酵
）
技
術
に

よ
る
資
源
の
有
効
活
用　

―
農
産

物
の
活
用
の
事
例
紹
介
―

■
定
員　

30
人

■
申
込
期
限　

１
月
11
日
㈫

■
申
込
先　

食
の
創
造
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

７
１
５
０

■
日
時

　

１
月
22
日
㈯　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

東
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

■
内
容

　

小
倉
く
め
氏
（
季
刊
誌
「
秘
め

だ
る
ま
」
主
宰
）
に
よ
る
講
演
、

東
予
管
内
の
実
践
事
例
発
表

※
開
催
中
の
託
児
有
り
。

■
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

１
月
12
日
㈬

■
申
込
先

　

東
予
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

▲前回（平成21年）の駅
　伝競走大会・東予会場

市
駅
伝
競
走
大
会　

東
予
会
場

平
成
23
年　

成
人
式

西
条
産
品
を
知
ろ
う
！

春
の
七
草
粥　

ふ
る
ま
い

東
京
農
業
大
学

穂
坂
先
生
講
演
会

東
予
管
内
家
庭
教
育
・
子
育
て

応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　時 場　　所行　　事　　名
９日 9：00 ひうち陸上競技場西条市耐寒マラソン大会

10日 9：00 総合体育館第44回西条市民親睦バドミントン冬季大会

16日 9：00 東予運動公園第３回ちびっこ駅伝大会

30日 9：10 東予運動公園西条市駅伝競走大会　東予会場

30日 9：00 東予運動公園テニスコート第51回社会人普及ダブルス東予地区大会

　冬期は献血者が減少しがちな
季節です。安全な血液製剤を安
定的に確保するため、新たに成
人式を迎える「はたち」の皆さ
んをはじめ、多くの方の献血へ
のご協力をお願いいたします。

★１月の献血日程は、33ページ（保健センター
　だより）をご覧ください。

総
合
科
学
博
物
館
巡
回
展

ガ
リ
レ
オ
の
天
体
観
測
か
ら
４
０
０
年

宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す
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■
開
催
日
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

○
初
級
（
全
７
回
）

　

２
月
１
日
㈫
～
９
日
㈬

○
中
級
（
全
７
回
）

　

２
月
14
日
㈪
～
22
日
㈫

■
受
講
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
３
で
の

　

文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員

　

初
級
20
人
・
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代

○
初
級　

１
０
５
０
円

○
中
級　

１
５
７
５
円

■
申
込
期
限　

１
月
18
日
㈫

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
日
時

　

１
月
16
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
定
員　

30
人

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時

　

１
月
22
日
㈯　

９
時
～
13
時

■
場
所　

㈱
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

■
内
容

　
「
繊
維
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
化
学
実
験
、
工

場
見
学
（
昼
食
付
）

■
対
象　

小
学
５
・
６
年
生

■
定
員　

36
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
期
限　

１
月
７
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

■
日
時　

１
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者

■
定
員　

ス
キ
ー
20
人
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
10
人
（
先
着
順
）

■
特
典　

園
地
内
リ
フ
ト
無
料

※
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
は
必
要
。

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

１
月
30
日
㈰
～
２
月
５
日
㈯

　

９
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
山
成
就
社
周
辺

■
内
容

　

標
高
約
１
４
０
０
㍍
付
近
で
、

雪
に
飾
ら
れ
た
ブ
ナ
林
を
歩
き
な

が
ら
、
動
物
の
足
跡
を
た
ど
り
、

木
々
の
冬
芽
を
観
察
し
ま
す
。

■
定
員

　

各
10
人
（
最
小
催
行
人
数
３
人
）

■
参
加
費

　

３
５
０
０
円
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

代
・
昼
食
代
は
別
途
必
要
で
す
）

※
暖
か
く
、
歩
き
や
す
い
服
装
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
10
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▲冬なら見つけやすい、いろんな野生
　動物の足跡。

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆

工
場
見
学

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
教
室

冬
の
森
を
歩
く

●日時　１月28日㈮　10時30分～11時30分
●内容　西条で生産されているいろいろなイチゴ
　　　の食べ比べ、簡単なレシピの紹介など。
●講師　野菜ソムリエ　杉森哲史氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,000円　　●申込期限　１月21日㈮

●日時　１月29日㈯　10時～13時
●内容　旬の柑橘を使って、２種類のパン（ケー
　　　キパン）を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　川合千津子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　１月21日㈮

●日時　１月17日㈪　10時～13時
●内容　地元の豚肉を使ったメイン料理を１品と
　　　副菜を２品作ります。
●講師　クワトロ・スタジオーニ　高橋昌章氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,500円　　●申込期限　１月11日㈫

【年末年始・臨時休館】　12月29日㈬～１月３日㈪・10日㈪・24日㈪
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■
日
時

　

１
月
19
日
㈬　

14
時
～
16
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ

　

ア
マ
ゾ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合
１

位
を
獲
得
し
た
人
気
者
が
や
っ
て

く
る
！
「
Ａ
４
」
１
枚
ア
ン
ケ
ー

ト
で
利
益
を
５
倍
に
す
る
方
法

■
講
師

　

㈲
ア
カ
ウ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
代
表　

岡
本
達
彦
氏

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

■
日
時　

１
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所

○
講
義　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

○
実
習　

市
内
公
共
施
設
等

■
内
容　

剪せ
ん
て
い定

・
消
毒
作
業
な
ど

■
対
象

　

市
内
在
住
の
60
歳
代
前
半
層
の

方
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

１
月
５
日
㈬
～

■
申
込
先　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

○
西
条
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

７
７
８
５

○
東
予
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
６

－

１
５
８
０

【
知
的
障
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
５
回
）

　

１
月
25
日
～
２
月
22
日
の
火
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容

　

知
的
障
害
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
の
啓
発
、
支
援
者
の
養
成

■
定
員　

20
人
程
度

【
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

■
日
時
（
全
４
回
）

　

２
月
４
日
～
３
月
４
日
の
金
曜

日
（
２
月
11
日
除
く
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容

　

活
動
内
容
や
読
み
聞
か
せ
絵
本

の
紹
介
、
支
援
者
の
養
成

【
申
込
先
】

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時
（
全
４
回
）

　

１
月
28
日
㈮
・
２
月
４
日
㈮
・

18
日
㈮
・
25
日
㈮　

13
時
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぶ
う
し
す
て
む

■
対
象　

在
宅
の
障
害
者

■
定
員　

10
人
程
度

■
受
講
料　

１
回
５
０
０
円

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
千
円
程
度

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
時　

２
月
５
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
45
分

■
場
所

　

東
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

■
講
師　

あ
ー
さ
さ
ん
（
新
居
浜

市
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
員
、
漫
画
家
）

■
対
象　

保
護
者
、
支
援
者
等

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
１
月
28
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

■
問
合
せ

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
主
催　

愛
媛
県
、
西
条
市
障
害

者
（
児
）
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

■
経
営
・
管
理
研
修

○
組
織
力
を
ア
ッ
プ
す
る
コ
ー
チ

　

ン
グ
研
修
（
理
論
）

　

２
月
５
日
㈯

　

申
込
期
限
…
１
月
26
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

２
月
３
日
㈭
・
４
日
㈮

　

申
込
期
限
…
１
月
20
日
㈭

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　

を
作
っ
て
み
よ
う

　

２
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

申
込
期
限
…
１
月
21
日
㈮

○
ワ
ー
ド
実
務
操
作

　

２
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

　

申
込
期
限
…
１
月
26
日
㈬

○
Ｖ
Ｂ
Ａ
を
学
ぶ
ア
ク
セ
ス
応
用

　

操
作

　

２
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

　

申
込
期
限
…
２
月
２
日
㈬

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

緑
地
保
全
管
理
者
養
成
講
習
会

発
達
障
害
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　放送大学はテレビなどの放送で授業を行う通信制の大
学です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学な
ど、幅広い分野を学べます。
■出願期間　２月28日㈪まで
■問合せ　放送大学愛媛学習センター（愛媛大学内）
　℡089－923－8544　※詳しい資料を無料で進呈しています。

●15歳以上の方なら、１科目から学習する選科履修生、
　科目履修生として入学できます。
●18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力試験
　は無く、全科履修生として入学でき、４年以上在学し
　て124単位以上を修得し、卒業すると学士（教養）の
　学位を取得できます。
●一つの分野を体系的に学びたい方には「放送大学エキ
　スパート」を実施しています。

放送大学　４月入学生募集
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臨
時
保
育
士
と
し
て
登
録
さ
れ

た
方
に
は
、
保
育
士
が
不
足
し
た

と
き
な
ど
必
要
に
応
じ
て
、
市
立

保
育
所
（
11
カ
所
）
で
勤
務
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
時
間

　

原
則
１
日
８
時
間

※
パ
ー
ト
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

※
勤
務
時
間
に
応
じ
て
社
会
保
険

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を

担
当
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
３
７
０

■
募
集
学
科
・
定
員

○
普
通
課
程
（
訓
練
期
間
＝
平
成

　

23
年
４
月
～
25
年
３
月
）

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

10
人

　

自
動
車
整
備
科　
　
　

15
人

○
短
期
課
程
（
訓
練
期
間
＝
平
成

　

23
年
４
月
～
24
年
３
月
）

　

溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科　

20
人

■
入
校
資
格

○
普
通
課
程

　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含

む
）
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

○
短
期
課
程　

学
歴
不
問

■
受
付
期
間

○
普
通
課
程　

１
月
31
日
㈪
ま
で

○
短
期
課
程

　

１
月
４
日
㈫
～
２
月
25
日
㈮

■
入
校
選
考
日

○
普
通
課
程　

２
月
10
日
㈭

○
短
期
課
程　

３
月
4
日
㈮

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

西
条
市
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は

商
店
街
を
花
で
飾
る
「
ま
ち
美
化

活
動
」
の
た
め
、
ご
家
庭
で
不
要

と
な
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
や
植
木
鉢

の
提
供
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

■
回
収
品
目
・
大
き
さ

○
プ
ラ
ン
タ
ー

　

62
㌢
×
22
㌢
×
17
・
２
㌢

○
植
木
鉢

　

約
25
㌢
～
45
㌢

■
回
収
期
間

　

１
月
11
日
㈫
～
２
月
10
日
㈭
の

火
～
土
曜
日　

９
時
～
15
時

■
回
収
場
所
・
問
合
せ

　

西
条
登
道
商
店
街

　

ハ
ル
キ
フ
ォ
ー
ト

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

３
２
６
２

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
入
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員

　

15
人
程
度
（
選
考
委
員
に
よ
る

書
類
選
考
で
決
定
）

■
施
設
概
要

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

月
額
６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
夕
２
食
付
）

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
か
ら

　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
間　

３
月
25
日
㈮
ま
で

■
注
意
事
項

○
寮
費
は
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
受
付
順
に
随
時
選
考
し
、

　

定
員
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を

　

打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
育
英
会　

東
予
学
舎

ＴＥＬ
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１

URLhttp://d.hatena.ne.jp/touyo/

※
募
集
要
項
を
各
高
等
学
校
に
送

　

付
し
て
い
ま
す
。

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

新屋敷団地
西条市小松町新屋敷甲2422－2

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

新居浜南団地
新居浜市庄内町４－４

新居浜東団地
新居浜市庄内町１－４

多喜浜団地
新居浜市阿島１－８

多喜浜第２団地
新居浜市阿島１－７

磯浦団地
新居浜市磯浦町13

中耐
３階

簡耐
２階

中耐
４･５階

木造
２階

中耐
３･４階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
５階

３ＤＫ（54戸）

２ＤＫ（84戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

３ＤＫ（50戸）

３ＤＫ（48戸）

３ＤＫ（36戸）

３ＬＤＫ（21戸）
２ＤＫ（９戸）

３ＬＤＫ（10戸）、２ＤＫ（15戸）
１ＬＤＫ（５戸）

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。
入居は３月４日㈮以降の空家発生次第となります。
※入居順位は抽選で決定します。
■受付期間　２月１日㈫～10日㈭（土・日曜日を除く）
※申込用紙は１月中旬から申込先で配布します。
■抽選日時　３月４日㈮　14時
■抽選場所　東予地方局７階大会議室
■申込先　東予地方局４階　建築指導課　℡0897－56－1300

県営住宅の補欠入居者を募集します

市
立
保
育
所
で
働
く

臨
時
保
育
士
の
登
録
を
受
付
中

不
要
の
プ
ラ
ン
タ
ー
・
植
木
鉢
を
回
収

ま
ち
美
化
活
動
に
ご
協
力
を
！

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

東
予
学
舎　

舎
生
募
集



●特別展示　西条藩主お国入りと廻領の足跡
　瀬戸内海海路図屏風を展示。また、江戸時代にわずか10
回だった西条藩主のお国入りや廻領の道筋を探る。
期間　１月４日㈫～30日㈰

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

●工芸作品展
　木彫、漆工芸、折鶴、造花（ラビアンフラワー）などの
作品を展示。新作の秘伝千羽鶴をお楽しみに。
期間　１月18日㈫～２月１日㈫
●丹原地域小・中学生作品展
　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示。
期間　１月13日㈭まで

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日、１日㈯～３日㈪

●特別展示　新収蔵資料　後期展示
　　　　　　～小松藩旧庄屋　佐伯家資料から～
　小松町大頭の旧庄屋・佐伯家より平成21年中に寄贈され
た貴重な資料の数々を展示。小松藩主文書、庄屋文書、江
戸時代の扁額・掛軸・屏風のほか、藩主拝領の裃や工芸品
など、すべてが門外不出の初公開です。
期間　１月４日㈫～３月21日㈪

【開館時間】９時～17時30分
【１月休館日】水曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫、31日㈪

●小松藩に関する史跡展
　小松藩の陣屋・逍遥園・近藤篤山関係の建物や石碑を写
真と資料で紹介。
期間　１月23日㈰まで
●西条旧道を行く
　氷見から飯岡までの旧街道にある寺社・石碑・史跡・地
蔵などを紹介。
期間　１月26日㈬～３月12日㈯
●市民愛蔵品展　作品募集
　３月に開催予定の「市民愛蔵品展」に出品していただけ
る作品（絵画・掛け軸など）を募集します。出展にご協力
いただける方は、２月26日㈯までにご連絡ください。

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬ 

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　１月８日㈯・22日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー　
　花立を作ってみませんか？　
定員　10人　　材料費　200円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　１月８日㈯・22日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　１月19日㈬・26日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　第59回「秋季県展入選作品展・洋画」
期間　１月４日㈫～25日㈫

【開館時間】９時～22時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

●企画展　古代の集落跡～池の内遺跡展～
　池の内遺跡１次調査と池の内遺跡２次調査の出土品を展
示します。
　併せて、小松温芳図書館
資料室、西条郷土博物館、
愛媛民芸館所蔵の茶の湯に
関する道具を展示します。
期間　２月20日㈰まで
●考古学講座
日時　１月16日㈰　13時～15時
テーマ　久枝Ⅱ遺跡　　対象　小学生以上
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　柴田昌児氏

　
【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

★椅子式全身マッサージ器無料開放！
★ポイント２倍デー！

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

毎月６・16・26日は
椅子式全身マッサージ器無料開放日

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや

毎週土曜日
※８日を除く
14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

15日㈯
10：00～12：00絵画教室

小・中学生　定員：16人
小学１～３年生は初級コース

将棋教室 30日㈰
13：30～15：00

小学生　定員：24人小学生将棋大会 ９日㈰
13：30～16：30

新春！西条の名産を知ろう
みんなで七草がゆをたべよう

７日㈮
11：00～12：00

子どもとその保護者
無くなり次第終了します。

楽しい電子工作
電子楽器

６日㈭
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
電子草笛

22日㈯
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 23日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

15日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学生　定員：30人
16日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

22日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります。

16日㈰
10：00～12：00七宝焼き教室

木彫教室 29日㈯
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

グラスアート教室
バレンタインのおくりもの

23日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

おもしろ紙ねんど教室 ９日㈰
10：00～12：00

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴
材料費：200円

おもしろ竹細工教室
かまきり作り

23日㈰
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

※２月の行事予定表は１月10日㈪からこどもの国にあります。

行事・教室名

●のみの市
　ご家庭に不用品があればご提供ください。
期間　１月４日㈫～10日㈪　　主催　どんぐり委員会

スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！　
投影開始時間（10分前にはお越しください。投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。こどもの国　１月の行事予定表　

●水中エアロビクス教室　－参加者募集－
開講日　１月13日㈭～２月17日㈭の毎週木曜日（全６回）
　　　　19時～19時45分
参加費　3,000円（６回コース）
対　象　15歳以上
●小・中学生無料開放日
日時　１月８日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　１月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認し、効果的に水中フォ
ームなどをチェックできます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
【開館時間】10時～21時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～４日㈫、11日㈫

●第６回半川奇行陶墨展
　市内在住の半川茂行氏に
よる、旅の思い出の風景を
中心とした水墨画や、新し
い試みの陶芸作品を展示。
期間　１月30日㈰まで
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●現代・日本の手仕事展
　全国各地域の手仕事の優品、暮らしの中で使ってみたい
品々（陶磁器、かご、染織り、木漆工品、和紙、金工品、
ガラス製品など）を展示即売。
期間　１月23日㈰まで
●ギャラリートーク　
テーマ　これからの民藝
講師　日本民藝協会　常任理事　久野恵一氏
日時　１月23日㈰　14時～
●干支兎の郷土玩具展
　平成23年の干支卯・兎（うさ
ぎ）は長福寿・吉祥・開運の瑞
祥です。全国の伝統的郷土玩具
各種約50点を展示。
期間　１月30日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬
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行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや

毎週土曜日
※８日を除く
14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

15日㈯
10：00～12：00絵画教室

小・中学生　定員：16人
小学１～３年生は初級コース

将棋教室 30日㈰
13：30～15：00

小学生　定員：24人小学生将棋大会 ９日㈰
13：30～16：30

新春！西条の名産を知ろう
みんなで七草がゆをたべよう

７日㈮
11：00～12：00

子どもとその保護者
無くなり次第終了します。

楽しい電子工作
電子楽器

６日㈭
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
電子草笛

22日㈯
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 23日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

15日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学生　定員：30人
16日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

22日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります。

16日㈰
10：00～12：00七宝焼き教室

木彫教室 29日㈯
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

グラスアート教室
バレンタインのおくりもの

23日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円

おもしろ紙ねんど教室 ９日㈰
10：00～12：00

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴
材料費：200円

おもしろ竹細工教室
かまきり作り

23日㈰
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

※２月の行事予定表は１月10日㈪からこどもの国にあります。

行事・教室名

●のみの市
　ご家庭に不用品があればご提供ください。
期間　１月４日㈫～10日㈪　　主催　どんぐり委員会

スペース西遊記～ブラックホールを駆け抜けろ！　
投影開始時間（10分前にはお越しください。投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。こどもの国　１月の行事予定表　

●水中エアロビクス教室　－参加者募集－
開講日　１月13日㈭～２月17日㈭の毎週木曜日（全６回）
　　　　19時～19時45分
参加費　3,000円（６回コース）
対　象　15歳以上
●小・中学生無料開放日
日時　１月８日㈯　10時～12時
●無料平泳ぎ教室
日時　１月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認し、効果的に水中フォ
ームなどをチェックできます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
【開館時間】10時～21時
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～４日㈫、11日㈫

●第６回半川奇行陶墨展
　市内在住の半川茂行氏に
よる、旅の思い出の風景を
中心とした水墨画や、新し
い試みの陶芸作品を展示。
期間　１月30日㈰まで
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●現代・日本の手仕事展
　全国各地域の手仕事の優品、暮らしの中で使ってみたい
品々（陶磁器、かご、染織り、木漆工品、和紙、金工品、
ガラス製品など）を展示即売。
期間　１月23日㈰まで
●ギャラリートーク　
テーマ　これからの民藝
講師　日本民藝協会　常任理事　久野恵一氏
日時　１月23日㈰　14時～
●干支兎の郷土玩具展
　平成23年の干支卯・兎（うさ
ぎ）は長福寿・吉祥・開運の瑞
祥です。全国の伝統的郷土玩具
各種約50点を展示。
期間　１月30日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【１月休館日】月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

広報さいじょう　2011　１月号23



【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈯～３日㈪、31日㈪　　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫、31日㈪　　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫、31日㈪

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月８日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　１月19日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月19日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　１月８日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　１月27日㈭　10時30分～11時　対象：乳幼児以上
小松温芳図書館
○おはなし会　
　１月22日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
　１月28日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▼特別館内整理期間等に伴い次の日程で休館します。
　○西条図書館：２月21日㈪～28日㈪　
　○東予図書館：３月７日㈪～14日㈪
　○丹原図書館：２月12日㈯～20日㈰　
　○小松温芳図書館：２月２日㈬～10日㈭
　※整理期間中の図書館の図書については、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。

●７日・21日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30
●14日・28日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●８日・22日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●15日・29日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●10日・24日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●４日・18日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●５日・19日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●12日・26日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20
●13日・27日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●ゲーム遊び（要申込）
　１月８日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　１月18日㈫　  定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●工作広場「グライダー作り」（要申込）
　１月22日㈯　10時30分～11時30分　対象：小学生　定員：20人

●みんなで遊ぼうデー「お正月遊びをしよう」
　１月６日㈭　13時30分～14時30分　対象：幼児・小学生
●茶道クラブ
　１月８日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　１月15日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●たこあげ大会（要申込）
　１月22日㈯　10時～11時　対象：幼児・小学生　定員：30人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【１月休館日】月曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　１月12日㈬　16時～16時45分　
　対象：小学生
●もちつき大会（要申込）
　１月16日㈰　10時～12時　
　対象：幼児・小学生　
　定員：50人
●ハンドメイド広場
　「うさぎの壁飾り作り」（要申込）
　１月29日㈯　10時～11時　
　対象：小学生　
　定員：20人

●かんたん工作「オリジナルカレンダー作り」（要申込）
　１月８日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：10人
●リトミック（要申込）
　１月15日㈯　10時30分～11時
　対象：３歳～未就学児親子　定員：10組
●こども映画会「鉄ワン・アンダードッグ」　
　１月22日㈯　13時30分～14時50分
●もちつき大会（要申込）
　１月30日㈰　10時30分～12時　対象：幼児・小学生　
　定員：20人　必要な物：エプロン・三角巾・ハンドタオル
■乳幼児相談　保健師による乳幼児相談　
　１月28日㈮　10時30分～11時30分　必要な物：母子手帳
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【開館時間】西条図書館：９時～22時　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈯～３日㈪、31日㈪　　　　　　　　　　　東予図書館：月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　丹原図書館：金曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫、31日㈪　　　小松温芳図書館：水曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫、31日㈪

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月８日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　１月19日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月19日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　１月８日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　１月27日㈭　10時30分～11時　対象：乳幼児以上
小松温芳図書館
○おはなし会　
　１月22日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
　１月28日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▼特別館内整理期間等に伴い次の日程で休館します。
　○西条図書館：２月21日㈪～28日㈪　
　○東予図書館：３月７日㈪～14日㈪
　○丹原図書館：２月12日㈯～20日㈰　
　○小松温芳図書館：２月２日㈬～10日㈭
　※整理期間中の図書館の図書については、予約・回送依頼ができません。
　※図書の返却はブックポストか開館している図書館をご利用ください。

●７日・21日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30
●14日・28日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●８日・22日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●15日・29日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●10日・24日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●４日・18日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●５日・19日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●12日・26日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20
●13日・27日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●ゲーム遊び（要申込）
　１月８日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　１月18日㈫　  定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●工作広場「グライダー作り」（要申込）
　１月22日㈯　10時30分～11時30分　対象：小学生　定員：20人

●みんなで遊ぼうデー「お正月遊びをしよう」
　１月６日㈭　13時30分～14時30分　対象：幼児・小学生
●茶道クラブ
　１月８日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　１月15日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●たこあげ大会（要申込）
　１月22日㈯　10時～11時　対象：幼児・小学生　定員：30人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【１月休館日】月曜日、１日㈯～３日㈪、11日㈫

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　１月12日㈬　16時～16時45分　
　対象：小学生
●もちつき大会（要申込）
　１月16日㈰　10時～12時　
　対象：幼児・小学生　
　定員：50人
●ハンドメイド広場
　「うさぎの壁飾り作り」（要申込）
　１月29日㈯　10時～11時　
　対象：小学生　
　定員：20人

●かんたん工作「オリジナルカレンダー作り」（要申込）
　１月８日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：10人
●リトミック（要申込）
　１月15日㈯　10時30分～11時
　対象：３歳～未就学児親子　定員：10組
●こども映画会「鉄ワン・アンダードッグ」　
　１月22日㈯　13時30分～14時50分
●もちつき大会（要申込）
　１月30日㈰　10時30分～12時　対象：幼児・小学生　
　定員：20人　必要な物：エプロン・三角巾・ハンドタオル
■乳幼児相談　保健師による乳幼児相談　
　１月28日㈮　10時30分～11時30分　必要な物：母子手帳
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心からお
礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽笹本陽地（三津屋）▽廣田光俊（石田）▽国際ソロ

プチミストいしづち▽紅葉ＡＳＣ第６回大会▽創作の

家陶芸クラブ▽国興産業㈱▽三芳地区民生児童委員協

議会▽松田歌謡教室

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽新聞　芥川秀

人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大町）▽フラ

ワーアレンジメント　白石啓子（神拝甲）▽歌・ハー

モニカ演奏　徳増幾次郎（天神）▽さつま芋　西条地

域労働者福祉協議会▽歌・踊り　ひまわり幼稚園

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽歌・踊り　小松老人

クラブ連合会女性部▽歌・似顔絵制作・劇　石根小学

校１・２年生▽ビオラ寄せ植え　東予・周桑地域労働

者福祉協議会

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレンダー作り・

喫茶　コープえひめ福祉グループ▽誕生会　琴修会大

正琴小松グループ▽ビオラ寄せ植え　東予・周桑地域

労働者福祉協議会

　

児
童
精
神
科
医
で
長
年
、
発
達

障
が
い
の
あ
る
人
と
家
族
へ
の
支

援
に
努
め
ら
れ
て
き
た
川
崎
医
療

福
祉
大
学
特
任
教
授
佐
々
木
正
美

先
生
の
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

先
生
は
、
発
達
障
が
い
児
へ
の

支
援
の
た
め
の
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
（
テ
ィ
ー
チ
）
を

ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

か
ら
日
本
に
持
ち
帰
り
、
普
及
に

尽
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
の

中
で
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
理
念
や
目
的
は
、
発
達
障
が

い
の
あ
る
人
が
そ
の
特
性
を
持
っ

た
ま
ま
、
で
き
る
だ
け
自
立
的
で

生
産
的
な
活
動
を
し
な
が
ら
、
私

た
ち
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を

支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
話
の
中
で
「
発
達
障
が
い

児
が
発
達
障
が
い
と
い
う
特
性
を

も
っ
た
ま
ま
で
」
と
い
う
言
葉
を

重
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。
発
達
障
が
い
児

の
特
性
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
と

し
て
「
人
と
上
手
に
付
き
合
え
な

い
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
い
」
「
想
像
力
が

乏
し
い
・
こ
だ
わ
り
が
あ
る
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
言
葉
で
聞

く
よ
り
も
、
目
で
見
た
も
の
を
覚

え
、
理
解
す
る
こ
と
が
得
意
で
す
。

つ
ま
り
、
発
達
障
が
い
児
は
話
だ

け
を
聞
い
て
そ
の
内
容
を
理
解
す

る
こ
と
は
苦
手
な
の
で
す
。
何
か

を
伝
え
る
と
き
に
、
口
で
説
明
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
方
法
を

用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
、
発
達
障
が
い
児
の
特
性

を
考
え
、
得
意
な
も
の
は
何
か
を

知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

発
達
障
が
い
児
は
目
で
見
て
理
解

す
る
こ
と
が
得
意
で
す
。
実
物
を

見
せ
る
と
か
、
写
真
や
絵
を
見
せ

る
、
文
字
を
書
く
な
ど
の
方
法
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
方
法
だ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

ま
す
。
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
発
達
障
が

い
と
い
う
特
性
を
も
っ
た
ま
ま
で

生
き
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
一

つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
児
は
障
が
い
が
見

え
に
く
い
の
で
、
適
切
な
支
援
が

受
け
に
く
い
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
親
の
し
つ
け
が
悪

い
と
か
わ
が
ま
ま
だ
と
思
わ
れ
て

し
か
ら
れ
た
り
、
抑
圧
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
大
き
く
な
っ
た
発
達
障

が
い
児
が
、
２
次
障
が
い
や
３
次

障
が
い
の
た
め
に
、
社
会
で
生
き

て
い
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
適
切
な
支

援
の
た
め
に
『
知
る
こ
と
』
か
ら

始
め
ま
せ
ん
か
？

知ることからはじめよう
西条市青少年育成センター小松支部　越智ミドリ№74

安全横断旗が寄贈されました

　11月25日にＪＡ西条、ＪＡ周桑から交通安全の推進を目的
に、市内小学校１年生へ交通安全横断旗が寄贈されました。
　今回寄贈された横断旗は児童の安全対策のために活用させ
ていただきます。

　車間距離を十分取り、一定の速度で
走ることを心がけましょう。
　一定速度で走行する場合、時速60km
以上は高速になるほど燃費が悪化しま
す。イライラ運転で速度にムラのある
走り方をしても、燃費が悪化します。
　余裕を持った運転は、環境にも人に
もやさしい運転といえます。
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海　苔

　日本の伝統食品である海苔は、万葉の昔から食
されていたようです。いつの時代も変わらぬ人気
を誇り、おそらく嫌いな人がほとんどいないとい
う数少ない食べ物の一つでしょう。
　おにぎりや海苔巻きなど日常的なものから、太
巻きや節分での恵方巻など季節行事にも欠かせな
い、大切な食文化を支える食材でもあります。
　熱々のご飯にぴったりの、あのパリパリ香ばし
い食感を楽しみながら、
海苔の歴史や文化を紐解
いてみるとさらに風味が
増すかもしれませんよ。

食べ物の歴史を知ろう栄養士チェック
　海苔は低カロリー、かつビタミン・ミネラルを豊富に含む
食品です。特に、体の中でビタミンＡとなって働く（皮膚、
粘膜を健康的に保つ）カロテンを豊富に含みます。味付海苔
（８切）５枚で、小学生が１日に必要とするビタミンＡの量
の約２割を補うことができます。
　緑黄色野菜が嫌いなお子さんにはおすすめの食品です。

エネルギー‥‥‥‥‥‥ 3 9 4 kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.6ｇ

 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥ 15.0ｇ

栄養価（１人当たり）

材　料（４人分）

食パン‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８枚
バター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
薄焼卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

味付海苔（８切）‥‥‥‥‥ 16枚
スライスチーズ‥‥‥‥‥‥ 適量
レタス‥‥‥‥‥‥‥‥ お好みで

①　食パンを焼き、バターを塗る。
②　食パン１枚につき４枚の味付海苔をのせる。
③　チーズ、薄焼卵、レタスなどをお好みでトッピング。
③　もう１枚の食パンではさみ、４分の１にカットして
　　出来上がり。
※食パンを焼いた場合は、海苔が湿気る前に食べましょう。
※食パンを焼かずにサンドすると、海苔の風味をより味わえ
　ます。
※ハムにも合いますが、厚いものを使うと海苔の風味が負け
　てしまいます。

　

西
条
で
の
海
苔
養
殖
は
江
戸
時
代
後

期
か
ら
始
ま
り
、
広
大
な
干
潟
と
い
う

自
然
条
件
や
生
産
者
の
努
力
と
技
術
の

進
歩
、
機
械
化
に
よ
り
、
県
内
一
の
海

苔
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
西
条
で
は
、
巻
き
寿
司
や
味
付

海
苔
に
利
用
さ
れ
る
板
海
苔
よ
り
、
海

苔
の
繊
維
を
切
断
す
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
乾
燥
さ
せ
る
「
ば
ら
の
り
」
が
主

流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
吸
い
物
や

味
噌
汁
の
具
と
し
て
、
ま
た
ラ
ー
メ
ン

の
ト
ッ
ピ
ン
グ
や
お
つ
ま
み
な
ど
、
用

途
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

海
苔
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富

に
含
ん
で
お
り
、
海
の
大
豆
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
も
豊
富
で
、

体
内
に
入
っ
た
有
害
物
質
を
排
出
す
る

た
め
の
お
掃
除
に
大
活
躍
し
ま
す
。
卓

上
に
置
い
て
お
か
ず
に
か
け
た
り
、
ご

飯
に
の
せ
た
り
簡
単
に
取
る
こ
と
の
で

き
る
万
能
な
自
然
食
品
で
す
。

　

西
条
特
産
の
海
苔
を
も
う
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成20年収穫量：4,341ｔ
（県内第１位）

　海苔は日本伝統の食文化に欠か
せない食材で、西条でもたくさん
生産されています。海苔はバター
やチーズにも合うので今回のレシ
ピのように洋食でもおいしく食べ
られます。手軽にできるので身近
な食材として海苔を食べてもらえ
るとうれしいです。

愛媛海苔株式会社
高橋譲二さん

えほうまき

ひも
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野菜ソムリエ協会から感謝状！

▲

感
謝
状
を
受
け
た
大
越
副
市
長

　
　
　
　
　
　
　
（
左
か
ら
二
人
目
）

　西条市体育指導委
員協議会のスポーツ
振興に寄せてこられ
た功績が認められ、
岐阜市で開催された
全国体育指導委員研
究協議会において優
良団体表彰を受賞し
ました。
　今後も当市のスポ
ーツ発展のため、ご
尽力いただけること
を願っております。

▲
表
彰
額
を
手
に
す
る

　
　
　

市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
の
岡
田
会
長

市体育指導委員協議会が優良団体表彰を受賞！

11/22  文化・観光・まちづくり講演会

12/8  四国鉄道文化館 開館３周年記念 講演会

　㈶大原美術館（倉敷市）の大原謙一郎理事長を講師に迎え、文化
的な視点から観光やまちづくりを考える講演会が開催されました。
　会場を埋めたおよそ300人の受講者は、地方と文化に対して深い
見識を持ち、世界を見据えた発信をされている大原先生の大変興味
深い話に聞き入っていました。

　四国鉄道文化館の開館３周年を記念して、ＪＲ四国の松田清宏会
長による講演会を開催しました。長年携わってきた高速鉄道網の整
備や、環境保全と鉄道利用促進の取り組みに関するお話や、四国の
鉄道活性化策として、フリーゲージトレインによる高速鉄道の早期
導入の必要性などについて熱く語られました。

▲

文
化
の
持
つ
力
に
つ
い
て
語
る
大
原
先
生

▲
演
題
は

　
「
文
化
の
力
〜
地
方
と
文
化
が
国
を
つ
く
る
〜
」

11/21  大盛況！  西条くいだおれフェスタ

12/5  大にぎわい！  丹原町産業まつり

　地元産品を使用した名物料理をつくろうと、㈳西条青年会
議所がグルメイベントを開催しました。呼びかけに応じた市
内の飲食店などが、工夫を凝らしたオリジナルメニューを開
発し、会場を訪れた多くの食通も思わずニッコリ！

▲

ど
の
ブ
ー
ス
の
前
に
も
大
行
列
が…

　餅投げあり、バザーあり、試食コーナーあり、その他にも
ふるさと市や植木市、はり・きゅう無料体験コーナーに愛蔵
品展・華道展など、丹原町の地域色を活かした盛りだくさん
のイベントに、会場は多くの来場者でにぎわいました。

▲

子
ど
も
た
ち
も
干
し
柿
づ
く
り
に
挑
戦

▲
景
品
付
き
の
餅
投
げ
は
大
人
気
で
し
た

▲「
高
速
鉄
道
で
拓
く
明
日
の
瀬
戸
内
地
域
」と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
し
た
講
演

▲
熱
心
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
松
田
先
生

12/4  文化の香りを未来に…  「椿」千年の森づくり

12/5  平素から備える！ 総合防災訓練

　藩政時代から親しまれてきた椿によるまちづくりを推進する取り
組みとして、今年も小松中央公園に椿の苗木約300本が植樹されま
した。今回植えられた苗木も、これまで丹精を込め育てられてきた
椿とともに香り高い文化の継承に一役買うこととなります。

　西条西中学校グラウンドを会場に行われた総合防災訓練には、禎
瑞・橘・氷見・大保木地区の自治会や小中学校などから多くの市民
が参加して、救出搬送や応急救護・初期消火といった実践的な訓練
に取り組みました。近い将来に発生が予想される大地震を想定した
参加者は、どの顔も真剣そのものでした。

▲

次
の
冬
に
は
花
を
見
ら
れ
る
か
な
？

▲

ケ
ガ
を
し
た
人
の
応
急
処
置
も
大
丈
夫
！

▲
二
百
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
参
加

▲
息
の
合
っ
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
延
焼
阻
止

　野菜や果物
の魅力を社会
に発信し啓蒙
に努めたとし
て、このほど
西条市に日本
野菜ソムリエ
協会から感謝
状が贈られま
した。
　当市は全国の市町村に先がけて同協会の自治体パートナー
制度に登録しており、西条の「食」に関する積極的な情報発
信などの取り組みが評価されたものです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はアメリカのユタ州ソルトレークシティー出身のマイケル・パ
                        　　　　　　               ワーズです。1983年の10月にアイダホ州アイダホ・フォールズ市で   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生まれました。３人兄弟の中で私が長男です。弟の名前はゲーブリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エルで、妹はエリザベスです。両親はケヴィンとメリサー・パワー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年に高校を卒業し、その後、短い間ですがアメリカ空軍の航
空警務隊の一員として勤めました。ユタ州シーダーシティーにあるサザンユタ大学に通い始め、経済・金融業
を専攻し、トップクラスの成績で卒業しました。卒業後、アメリカの大きな証券会社に勤め、株の売買や仲介
を２年間担当していました。現在は西条市と四国中央市の英会話スクールで英語を教えています。保育所の子
ども、小学生、中学生と大人の生徒に教えています。
　暇なときは映画や音楽、筋肉トレーニング、日本語の勉強や旅行をしたりして楽しく過ごしています。西条
市に住んで３カ月になります。2011年７月までいるつもりです。なぜ日本へ来たかというと、前から日本の文
化に憧れていたし、尊重していたからです。日本の長い歴史や興味深い伝統を実際に体験したくて来ました。
今まで日本で経験したことは素晴らしいことばかりで、残りの時間も楽しめたら幸いです。
　日本の一番好きなものと言えば、濃厚な歴史、お城、お祭りと温泉です。それと、毎日見ることができる山
と森と海も大好きです。日本を去る前に絶対に体験したいことが３つあります。それは①京都の金閣寺を訪ね
ること②東京株式市場に行くこと③新幹線に初めて乗ることーです。
　日本からアメリカへ帰ったらフロリダ州マイアミ市のマイアミ大学の法学部に入って、紛争決着や条件闘争
の法学を勉強するつもりです。よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲英会話教師
　マイケル・パワーズさん

マイケル・パワーズの
　　　　　　自己紹介
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○１月４日㈫・２月１日㈫　13時～15時　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○１月11日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○１月25日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○１月11日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○１月21日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○１月11日㈫　13時～17時　丹原福祉センター　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○月・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は１月４日㈫～）
○１月12日㈬・26日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○１月19日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は16頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　１月18日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　１月12日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　１月13日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■お酒の悩み相談
　１月26日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日・年末年始除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日（年末年始除く）　10時～16時　
　総合福祉センター（もてこい元気館）
※１月15日㈯（10時～12時）は小松公民館でも専門的相談を実施
　します。問合せは、たんぽぽくらぶ（℡0898－72－2538）へ。
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日・年末年始除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日・年末年始・１月４日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日・年末年始）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　１月19日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　１月20日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■無料不動産相談
　１月11日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■無料土地建物取引相談
　１月８日㈯　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

　家庭のこと、職場のこと、心と身体の不調など、心配ごと
や悩みを抱えている方、臨床心理士が電話相談に応じます。
　相談は匿名で秘密は厳守します。
日　　時　１月30日㈰　９時～17時
電話番号　０８９－９５７－６４１１
　　　　　０８９－９５７－６４７７　
　　　　　　　（当日のみ通話可能）

臨床心理士による　こころの健康電話相談東予若者サポートステーション出張相談会
　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、若者を
トータルにサポートするための出張相談会を開催します。
日　時　１月11日㈫・25日㈫　13時～17時
場　所　ハローワーク西条
対　象　おおむね40歳未満で就業していない方やその保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　　　月・火・水・金曜日：10時～18時　木曜日：13時～21時
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感
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は
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め
ま
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は
、
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て
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た
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に
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な
ど
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が
あ
り
、
そ
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動
い
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、
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っ
て
い
る
な

ど
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ス
感
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を
得
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。
そ
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こ
の
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を
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で
コ
ン
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ロ
ー
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し
て
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
の

で
す
。（
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こ
の
う
ち
の
ど
こ
か
が
ト
ラ
ブ

ル
を
起
こ
す
と
、
め
ま
い
と
い
う

症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
従
っ
て
、

め
ま
い
は
耳
を
専
門
に
診
る
科
、

す
な
わ
ち
耳
鼻
科
と
、
脳
の
働
き

を
診
る
神
経
内
科
や
、
脳
神
経
外

科
で
分
担
・
協
力
し
て
診
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
実
際
め
ま
い
が
起
き
た

と
き
に
、
ど
こ
で
（
何
科
で
）
診

て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
、
救
急
車
を
呼
ん

で
い
い
も
の
か
ど
う
か
迷
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
意

識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
ろ
れ
つ

が
回
ら
な
い
、
手
足
が
し
び
れ
て

動
か
な
い
な
ど
の
神
経
症
状
が
あ

る
か
否
か
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
が
あ
る
と
き
は
頭
の
中
に
原
因

が
あ
り
、
し
か
も
緊
急
を
要
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
脳
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小
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あ
る
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出
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や
脳
梗こ

う
そ
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な

ど
）
は
、
運
が
悪
け
れ
ば
命
に
関

わ
っ
た
り
、
重
い
後
遺
症
を
残
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
神
経
症
状
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
総
合
病
院
や
脳
神
経

外
科
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

必
要
と
考
え
れ
ば
救
急
車
を
お
願

い
す
る
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と
も
、
た
め
ら
わ
な
く

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
転
倒
や
転
落
な
ど
で
頭

を
ぶ
つ
け
た
、
あ
る
い
は
頭
を
打

っ
た
な
ど
の
明
ら
か
な
外
傷
が
な

く
、
意
識
消
失
や
手
足
の
し
び
れ

な
ど
の
神
経
症
状
を
伴
わ
な
い
め

ま
い
の
場
合
は
、
急
を
要
さ
な
い

場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

め
ま
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が
ひ
ど
く
起
き
あ
が
れ

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
て
も
、
意
識
障

害
や
手
足
の
麻ま

ひ痺
が
な
け
れ
ば
頭

か
ら
の
め
ま
い
で
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
特
に
め
ま
い
と
前
後

し
て
耳
鳴
や
難
聴
が
起
こ
っ
て
い

れ
ば
、
頭
か
ら
で
は
な
く
耳
か
ら

の
め
ま
い
の
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
「
め
ま
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が

耳
か
ら
起
こ
る
こ
と
っ
て
そ
ん
な

に
あ
る
の
？
」
と
疑
問
に
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
め
ま
い
の

原
因
と
し
て
は
耳
か
ら
の
め
ま
い

が
最
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
総
合
病
院
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
め
ま
い
で
病
院
を
訪
れ
た
方

の
う
ち
、
約
６
割
が
耳
か
ら
の
め

ま
い
、
約
２
割
が
脳
か
ら
の
め
ま

い
、
残
り
の
２
割
が
血
圧
の
変
動

や
原
因
不
明
で
あ
っ
た
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

耳
が
原
因
の
め
ま
い
（
メ
ニ
エ
ル

病
、
良

り
ょ
う
せ
い性

発ほ
っ
さ
せ
い

作
性
頭と

う
い位

め
ま
い

症
、
前ぜ

ん
て
い
し
ん
け
い
え
ん

庭
神
経
炎
な
ど
）
は
、
ま

ず
命
に
関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
め
ま
い
と
い
う
と

大
変
怖
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
理
由
の
多
く
は
、
め
ま
い

が
起
こ
っ
た
際
に
「
脳
出
血
や

脳
梗
塞
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
あ
る
い
は
「
こ
の
ま
ま
動
け

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
心
配
が
頭
を
よ
ぎ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

め
ま
い
の
原
因
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
命
に
関

わ
る
め
ま
い
、
あ
る
い
は
重
い
後

遺
症
を
残
す
め
ま
い
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
め
ま
い
が
起
こ
っ
た

際
に
は
、
ま
ず
は
本
人
も
周
囲
の

人
も
冷
静
に
対
応
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
め
ま
い
の
克
服
の
第
一
歩
は

相
手
（
め
ま
い
の
原
因
）
を
知
る

こ
と
で
す
。
今
回
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
少
し
で

も
皆
さ
ま
の
め
ま
い
時
の
対
応
、

め
ま
い
の
克
服
に
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

    

西条市医師会会員　
もりざね耳鼻咽喉科

盛實　勲

め
ま
い
と
は

救
急
医
療
と
め
ま
い

頭
か
ら
の
め
ま
い

耳
か
ら
の
め
ま
い

情報の入力 情報の統合 情報の伝達

耳

眼

筋肉 脳

正常

異常
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広報さいじょう　2011　１月号 32

28日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

18日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

17日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

11日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月７日㈮
○東予保健センター　１月28日㈮
○丹原保健センター　１月14日㈮
○小松保健センター　１月21日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・１月３日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・１月３日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆小松公民館（伊予小松ライオンズクラブ
　協力による開催）
　１月９日㈰　９時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予（東予ライオンズク
　ラブ協力による開催）
　１月19日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆市庁舎本館
　１月21日㈮　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

18日㈫
27日㈭

25日㈫

20日㈭
19日㈬

13日㈭
11日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年９月１日～
９月30日の出生児

平成22年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

　総合福祉センター（もてこい元気館）は電気設備年次点検のため、１月
17日㈪の開館時間を「８時30分～17時」に変更します。ご了承ください。

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　１月・２月の日程等　※申し込みは前日まで受付

２月18日㈮

東予保健センター ２月４日㈮

丹原保健センター ２月25日㈮

小松保健センター ２月４日㈮

１月21日㈮

１月14日㈮

１月28日㈮

１月７日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　筋力トレーニングや有酸素運動を行うことで、運動を楽しく安全に行う
方法を身に付けます。また、運動を習慣化するためのお手伝いをします。
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝ 体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。

運動内容　中央保健センター：トレーニング機器での運動、水中運動
　　　　　東予保健センター：ボールやダンベルでの運動、リズム運動
申込期間　１月６日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

▼いきいき健康アップ教室の日時・場所等

場所・申込先日　　　　　　　時

１月19日～　毎週月・水曜日　　９時30分～11時

１月19日～　毎週水・金曜日　　13時30分～15時

１月21日～　毎週火・金曜日　　19時～20時30分

１月18日～　毎週火・金曜日　　13時30分～15時

中央保健センター

東予保健センター

総合福祉センター（もてこい元気館） １月17日㈪開館時間変更

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。自分が感染しないため
だけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成22年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成16年４月２日～平成17年４月１日

平成23年３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成22年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成９年４月２日～平成10年４月１日

平成４年４月２日～平成５年４月１日

　総合健診の「乳がん検診」と「子宮
頸（けい）がん検診」の開催日程を追
加して実施します。今年度の検診の対
象となる方で、まだ受診されていない
方は、ぜひ受診してください。
※各検診は予約制です。定員になり次
　第、申し込みを締め切ります。
対象者
○乳がん検診：30歳以上の女性で、明
　治～昭和の偶数年生まれの方
○子宮頸がん検診：18歳以上の女性
○今年度送付した各検診の「無料クー
　ポン券」をお持ちの方
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診 ※子宮頸がん検診の診察時間は、午前は９時、午後は13時30分から開始します。

２月４日㈮

２月７日㈪

２月９日㈬

２月18日㈮

２月14日㈪

２月21日㈪

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

８時30分～11時

乳がん検診

受　付　時　間
日　　　程場所・申込先

子宮頸がん検診

８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

中央保健センター

東予保健センター



広報さいじょう　2011　１月号33

28日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

18日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

17日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

11日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

７日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時　※相談受付14時30分まで
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日　９時～16時
　　　　（祝日・１月３日除く）
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月７日㈮
○東予保健センター　１月28日㈮
○丹原保健センター　１月14日㈮
○小松保健センター　１月21日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日　10時～11時
　（祝日・１月３日除く）
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日　９時～15時
　（祝日・１月３日除く）
◆精神保健相談（要予約）
　１月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　１月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆小松公民館（伊予小松ライオンズクラブ
　協力による開催）
　１月９日㈰　９時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予（東予ライオンズク
　ラブ協力による開催）
　１月19日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆市庁舎本館
　１月21日㈮　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

18日㈫
27日㈭

25日㈫

20日㈭
19日㈬

13日㈭
11日㈫

13：00～13：30 東予 東予平成22年９月１日～
９月30日の出生児

平成22年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

　総合福祉センター（もてこい元気館）は電気設備年次点検のため、１月
17日㈪の開館時間を「８時30分～17時」に変更します。ご了承ください。

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　１月・２月の日程等　※申し込みは前日まで受付

２月18日㈮

東予保健センター ２月４日㈮

丹原保健センター ２月25日㈮

小松保健センター ２月４日㈮

１月21日㈮

１月14日㈮

１月28日㈮

１月７日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　筋力トレーニングや有酸素運動を行うことで、運動を楽しく安全に行う
方法を身に付けます。また、運動を習慣化するためのお手伝いをします。
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝ 体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。

運動内容　中央保健センター：トレーニング機器での運動、水中運動
　　　　　東予保健センター：ボールやダンベルでの運動、リズム運動
申込期間　１月６日㈭～　※定員になり次第、締め切ります。

※中央保健センターと東予保健センターでは、助
　産師による母乳相談も実施しています。

▼いきいき健康アップ教室の日時・場所等

場所・申込先日　　　　　　　時

１月19日～　毎週月・水曜日　　９時30分～11時

１月19日～　毎週水・金曜日　　13時30分～15時

１月21日～　毎週火・金曜日　　19時～20時30分

１月18日～　毎週火・金曜日　　13時30分～15時

中央保健センター

東予保健センター

総合福祉センター（もてこい元気館） １月17日㈪開館時間変更

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。自分が感染しないため
だけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成22年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成16年４月２日～平成17年４月１日

平成23年３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成22年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成９年４月２日～平成10年４月１日

平成４年４月２日～平成５年４月１日

　総合健診の「乳がん検診」と「子宮
頸（けい）がん検診」の開催日程を追
加して実施します。今年度の検診の対
象となる方で、まだ受診されていない
方は、ぜひ受診してください。
※各検診は予約制です。定員になり次
　第、申し込みを締め切ります。
対象者
○乳がん検診：30歳以上の女性で、明
　治～昭和の偶数年生まれの方
○子宮頸がん検診：18歳以上の女性
○今年度送付した各検診の「無料クー
　ポン券」をお持ちの方
検査内容
○乳がん検診：マンモグラフィー
○子宮頸がん検診：視診・細胞診 ※子宮頸がん検診の診察時間は、午前は９時、午後は13時30分から開始します。

２月４日㈮

２月７日㈪

２月９日㈬

２月18日㈮

２月14日㈪

２月21日㈪

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

８時30分～11時

乳がん検診

受　付　時　間
日　　　程場所・申込先

子宮頸がん検診

８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時 ８時30分～11時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

８時30分～11時
13時10分～14時 13時10分～14時

中央保健センター

東予保健センター
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　市立周桑病院では、タバコを「止めよう」「止めたい」と思われている方を
支援する禁煙外来を開設します。禁煙をしたい皆さん、ぜひご利用ください。
★禁煙外来は、１月５日㈬から診療を始めます。
★診療は、水曜日と金曜日の午前中です。すべて予約制となりますので、詳し
　くは、禁煙外来へお問い合わせください。
問合せ　市立周桑病院　禁煙外来　℡0898－64－2630
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か
つ
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は
多
く
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具
が
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て
い
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蔵
の
上
方
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斜
面
の
大
杉
や
、
ツ
ガ
・
ト
チ
ノ

キ
等
の
巨
樹
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ら
な
る
社
叢
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中

に
鎮
座
す
る
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訪
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社
。
谷
川
か

ら
聞
こ
え
来
る
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
、

静
け
さ
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
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し
か
し
年
に
一
度
、
11
月
３
日

の
秋
祭
り
当
日
は
、
山
を
下
り
た

地
元
出
身
者
や
そ
の
子
ど
も
た
ち

も
集
ま
り
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

こ
の
日
奉
納
さ
れ
る
獅
子
舞
は

明
治
時
代
中
期
に
妙
口
原
か
ら
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
、
昭
和
56
年
ご
ろ

小
松
町
在
住
の
石
鎚
出
身
者
が
結

成
し
た
「
石
鎚
獅
子
舞
」
の
保
存

会
に
よ
っ
て
演
舞
が
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
舞
い
は
奉

納
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
神
社
の
境
内
を
出
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
地
域
の
出
身
者
だ
け
で

な
く
、
小
松
地
区
の
子
ど
も
た
ち

が
嬲な

ぶ
り
こ子
を
務
め
て
い
ま
す
。
昨
年

の
秋
祭
り
で
も
、
１
カ
月
に
も
及

ぶ
練
習
を
重
ね
、
見
事
な
舞
い
を

披
露
し
た
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
姿

に
は
、
惜
し
み
な
い
声
援
が
送
ら

れ
、
境
内
を
温
か
い
空
気
が
包
ん

で
い
ま
し
た
。 ▲巨樹が茂るその奥に静かにたたずむ諏訪神社

▲ユーモラスな動きで獅子に対するひょっとこの舞い

N

諏訪神社

松山自動車道

石鎚ふれあいの里

三碧橋

いよ小松 JCT
142

142

12

12

194

11
氷見

黒瀬湖
黒瀬ダム

No.65　アメリカヒドリ（冬鳥）
　北米大陸に生息するヒドリガモの近縁種で、日本には少数が
越冬のため飛来する珍しいカモです。雄は額から頭頂が白く、
目の後方に光沢のある緑色の帯が見られます。ヒドリガモとの
交雑個体もいて識別は大変困難です。西条では加茂川河口や高
須海岸でヒドリガモの群れに混じってまれに見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

    

第
68
回  
諏 
訪 

神 

社 

の 

獅 

子 

舞  

（
小
松
町
石
鎚
）

平成22年11月末日現在
住民基本台帳登録数（ ）内は前月比

人　口　114,623人  （－40人）

　男　　 54,945人  （－18人）

　女　　 59,678人  （－22人）

世　帯　 48,127世帯   （＋15世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　新年１月１日に中学校時代の同級会が
あります。卒業後35年目にしての開催。
皆、等しく50歳になっています。
　世話人を務める友人から、100人超の
参加者をめざして奮闘中とのメールが。
さらに、同級生の内９人もが既に鬼籍に
入っているとの信じ難い事実も…。
　毎年、叶わぬと知りつつ立てている年
頭の目標も、「来し方と行く先」につい
て思いを巡らせたうえ、ひっそりと決意
すべき年齢になったのかも知れません。
　本当なら懐かしい輪の中心にいるはず
だった奴のためにも、正月には必ず出席
しようと考えています。 　　　　(ま)
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一　　　般：2,000円　
高校生まで：1,000円

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

１

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

月10 13：00西条市小・中学校高等学校吹奏楽実技講習会　第14回発表会 無　料

無　料

無　料

日23

13：30

9：00

大ホール

大ホール

大ホール

第６回西条市ＰＴＡ大会

℡0898－68－3555丹原文化会館

℡0897－52－1254市教育委員会社会教育課

市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1254

10：00日９ 10：30

9：30

平成23年　西条市成人式

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】 毎週月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

総合・丹原文化会館などで受講券販売中

受講料
1,000円

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】 毎週月曜日（10日開館）、１日㈯～３日㈪、11日㈫、12日㈬

℡0897－52－1254市教育委員会社会教育課

℡0897－52－1256

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

１

日

火

大ホール13：00

11：00

平成23年　西条市成人式９

４ 10：30 西条市総務課新年市民祝賀会 500円

無　料

1000円

大ホール
小ホール

℡0898－65－4030体験コーナー
は実費必要

第６回西条市公民館フェスティバル
15日：舞台発表・作品展示・体験コーナー　16日：作品展示

9：00
9：00

9：30

13：30

中央公民館

小ホール11：30月10 12：00社交ダンスパーティー ℡0897－56－6348西条竹ダンス（若原）

℡0897－52－1628市教育委員会社会教育課

西条市商工労政課

℡0897－55－2846

℡0897－52－1482

13：00 一　　　般：2500円
高校生以下：1500円 ℡090－9559－8848西条発！夢応援プロジェクト実行委員会（真鍋）大ホール栗城史多講演会「一歩を越える勇気」 13：30日16

8：30 無　料

無　料

℡0897－53－5500総合文化会館

℡0897－55－7143古川保育園小ホール古川保育園発表会 9：00

大ホール

大ホール
ほか

第15回　葵歌謡愛好会“新春歌の祭典”日23 9：30 10：00 葵歌謡愛好会（越智）

大ホール

西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式

日30 13：30 14：00 3500円

1000円

土22

小ホール

千の風競演フェスティバル

金28 13：30 14：00

大ホール森清範師　講演会火25 13：00 13：30

無　料

15
16
土
日

１/25　　13時30分開演
総合文化会館大ホール

火

２/５　開場：13時30分
　　　　開演：14時　
総合文化会館小ホール

土

総合文化会館・丹原文化会館にてチケット好評発売中！


